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一
　
貧
窮
層
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
の
あ
り
方
今
次
世
界
同
時
不
況
と
金
融
危
機
は
、
二
〇
〇
九
年
に
入
っ
て
経
済
不
況
に
よ
る
停
滞
も
底
入
れ
の
様
相
と
な
り
一
ま
ず
急
場
を
脱
し
た
か
に
み
え
る
。
二
〇
〇
九
年
四
―
六
月
期
決
算
の
公
表
に
よ
る
と
、
米
国
の
金
融
大
手
を
含
め
た
米
主
要
企
業
の
決
算
は
予
想
を
上
廻
る
業
績
で
、
ダ
ウ
工
業
株
三
〇
種
平
均
も
好
調
を
伝
え
、
ま
た
米
主
要
五
〇
〇
社
の
う
ち
四
二
社
が
決
算
を
終
え
た
な
か
、
七
割
強
で
実
績
が
予
想
を
上
回
っ
た
と
い
う
。
勿
論
企
業
業
績
の
回
復
で
は
な
い
か
ら
、
景
気
が
今
後
ど
う
回
復
す
る
か
、
と
く
に
失
業
率
が
上
げ
止
ま
る
か
に
よ
る
の
で
低
成
長
を
脱
し
た
わ
け
で
な
い
。
た
だ
最
悪
期
は
脱
し
た
か
と
い
う
安
堵
感
は
あ
ろ
う
。（
日
本
経
済
新
聞
〇
九
・
七
・
一
八
に
よ
る
）
折
し
も
、
〇
九
年
七
月
二
〇
日
は
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
就
任
か
ら
半
年
を
迎
え
、
少
な
く
と
も
経
済
危
機
対
応
で
一
定
の
成
果
を
お
さ
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。（
日
経
〇
九
・
七
・
一
八
）
こ
う
し
た
評
価
の
生
ず
る
経
済
指
数
の
な
か
で
、
表
面
に
現
れ
に
く
く
、
し
か
し
な
が
ら
多
数
人
民
が
そ
の
よ
う
な
状
況
に
実
際
に
置
か
れ
て
い
る
存
在
と
し
て
貧
民
層
が
あ
る
。
こ
の
存
在
は
回
復
が
最
も
お
く
れ
易
く
、
ま
た
次
の
不
況
に
は
最
も
早
く
落
ち
込
ん
で
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
存
在
を
「
ス
ラ
ム
」
の
概
念
で
把
え
よ
う
と
し
た
著
書
の
あ
る
こ
と
は
既
に
紹
介
し
た
。（
拙
稿
「
形
態
規
定
の
経
済
学
と
転
形
期
経
済
」『
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）』（
二
〇
一
〇
年
二
月
・
参
照
））
こ
の
度
は
具
体
的
に
貧
窮
の
姿
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
具
体
的
な
貧
困
生
活
の
中
で
民
衆
の
道
徳
的
腐
敗
の
現
状
・
社
会
意
識
の
後
退
、
粗
暴
と
他
人
・
隣
人
の
人
権
無
視
、
盗
み
、
強
姦
、
殺
害
な
ど
の
支
配
す
る
な
か
で
、
社
会
の
崩
壊
と
進
歩
思
想
消
滅
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
道
徳
、
礼
儀
作
法
、
お
も
い
や
り
の
達
成
さ
れ
た
市
民
社
会
〔
民
主
主
義
社
会
〕
を
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
●
●
近
代
的
個
人
主
体
の
成
立
、
そ
し
て
よ
り
良
き
社
会
へ
向
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に
立
っ
て
現
況
下
貧
困
に
メ
ス
を
入
れ
て
み
た
い
。
今
日
そ
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
新
し
い
芽
が
育
っ
て
い
る
か
、
こ
れ
が
主
旨
で
あ
る
。
米
国
の
姿
さ
て
最
初
比
較
の
た
め
米
国
に
つ
き
紹
介
し
て
み
よ
う
。
米
国
は
不
況
開
始
の
時
点
で
貧
困
水
準
以
下
の
人
口
は
、
総
人
口
三
億
人
の
う
ち
四
千
万
人
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
一
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
森
芳
三
．
（
一
三
％
）
で
あ
っ
た
が
、
不
況
と
と
も
に
五
千
万
人
（
一
五
％
）
に
す
ぐ
増
加
し
た
。
だ
が
貧
困
率
は
人
種
に
よ
っ
て
格
差
を
広
げ
、
二
〇
〇
七
年
セ
ン
ザ
ス
に
よ
る
と
、
白
人
は
一
〇
％
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
二
一
％
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
二
五
％
と
な
っ
た
。
小
学
校
生
徒
の
五
人
に
一
人
が
正まさ
し
く
貧
困
層
で
あ
る
。
世
界
で
最
も
豊
か
な
国
の
小
学
校
で
、
先
生
は
、
児
童
が
週
末
か
ら
月
曜
の
給
食
ま
で
食
べ
て
行
け
る
よ
う
に
と
、
そ
っ
と
カ
バ
ン
に
食
べ
物
を
入
れ
て
や
っ
て
い
る
の
を
見
た
と
、
「
私
の
知
人
が
語
っ
た
。」
オ
バ
マ
大
統
領
は
経
済
不
況
の
回
復
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
生
活
水
準
を
上
げ
る
工
夫
が
必
要
な
の
だ
と
報
じ
て
い
る
。（G
W
,09.5.15.R
eport
（R
）p.9
）
（
１
）
次
項
に
「
ガ
ー
デ
ア
ン
週
報
」
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
ア
フ
リ
カ
と
中
国
の
例
を
要
点
の
み
に
縮
め
て
紹
介
す
る
。
ア
フ
リ
カ
の
姿
サ
ワ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
（
以
下
ア
フ
リ
カ
は
こ
れ
を
指
す
）
は
、
今
次
二
〇
〇
八
年
世
界
経
済
恐
慌
に
、
前
例
の
な
い
深
い
貧
窮
と
就
職
困
難
の
真
只
中
に
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
は
資
本
主
義
の
歴
史
と
命
運
を
と
も
に
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
は
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
脱
却
し
、
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
が
二
十
七
年
の
投
獄
か
ら
解
放
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
新
憲
法
を
採
択
、
自
ら
Ａ
Ｎ
Ｃ
（
ア
フ
リ
カ
国
民
会
議
）
を
土
台
に
大
統
領
と
な
っ
て
発
足
し
た
。
彼
は
「
虹
の
国
」
を
目
ざ
し
、「
話
し
合
い
と
和
解
」
の
態
度
を
持
し
大
層
な
国
際
的
評
判
を
え
た
。
こ
れ
に
は
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
支
持
母
体
と
し
て
南
ア
労
働
組
合
会
議
と
南
ア
共
産
党
そ
の
他
が
あ
っ
た
。
と
く
に
南
ア
共
産
党
と
そ
の
と
き
の
議
長
ジ
ョ
ー
・
ス
ロ
ボ
オ
の
、
黒
子
に
徹
し
た
控
え
目
な
態
度
と
例
外
的
に
柔
軟
な
頭
脳
に
よ
る
機
敏
で
抜
群
な
政
策
が
あ
っ
た
。
マ
ン
デ
ラ
の
政
策
も
ス
ロ
ボ
オ
の
意
見
が
貢
献
し
た
、
と
マ
ン
デ
ラ
は
認
め
て
い
る
。
と
く
に
国
民
統
一
政
府
の
原
理
の
広
い
支
持
が
あ
る
。
マ
ン
デ
ラ
の
後
継
者
は
タ
ボ
・
ム
ベ
キ
（
一
九
九
九
―
二
〇
〇
九
）
で
、
そ
の
あ
と
ジ
ェ
コ
ブ
・
ツ
マ
が
今
年
（
二
〇
〇
九
）
大
統
領
に
就
任
し
た
。
と
も
に
選
挙
で
あ
る
。
ム
ベ
キ
は
マ
ン
デ
ラ
の
副
大
統
領
で
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
副
議
長
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
社
会
民
主
主
義
に
移
り
、
今
年
（
二
〇
〇
九
年
）
の
大
統
領
選
挙
に
あ
っ
て
は
、
南
ア
共
産
党
か
ら
も
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
か
ら
も
離
れ
、
実
際
上
、
マ
ン
デ
ラ
と
対
立
し
た
立
場
か
ら
選
挙
に
臨
ん
だ
。
対
立
は
ツ
マ
で
あ
っ
た
。
彼
は
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
幹
部
の
立
場
（
南
ア
共
産
党
に
所
属
）
か
ら
出
馬
し
た
。
つ
ま
り
マ
ン
デ
ラ
の
立
場
に
立
ち
、
前
大
統
領
と
争
っ
た
の
で
あ
る
。
ツ
マ
は
奇
蹟
的
な
勝
利
を
え
、
雇
用
な
き
状
態
を
克
服
す
る
今
日
的
課
題
に
立
ち
向
っ
て
い
る
。
し
か
し
彼
を
待
っ
て
い
た
も
の
は
、
彼
が
掲
げ
た
目
標
に
す
ぐ
立
ち
向
う
よ
う
求
め
且
つ
励
ま
す
人
民
の
要
求
行
動
と
デ
モ
で
あ
っ
た
。（「
抗
議
と
デ
モ
で
ツ
マ
大
統
領
選
挙
勝
利
の
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
」
も
お
し
ま
い
」（G
.W
./
09.7.31.p.6
を
み
よ
）
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
逆
転
し
た
の
か
を
め
ぐ
る
論
文
や
本
も
数
々
出
る
有
様
で
あ
る
。
以
下
は
こ
の
論
争
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
ま
ず
実
情
を
み
よ
う
。
ア
フ
リ
カ
の
経
済
恐
慌
下
現
況
の
特
徴
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
の
が
南
ア
フ
リ
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
二
カ
で
あ
ろ
う
。
記
者
カ
リ
ン
・
ブ
ル
リ
ア
ー
ド
（K
arin
B
rulliard
）
が
現
住
民
の
失
職
者
フ
ィ
キ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
二
五
才
）
の
身
の
上
と
か
さ
ね
て
、
地
域
の
実
情
と
そ
の
特
徴
を
語
っ
て
い
る
。
現
在
の
ア
フ
リ
カ
失
業
問
題
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
の
は
、
農
村
集
落
の
大
半
の
人
が
現
に
働
い
て
い
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
仕
事
を
も
つ
こ
と
が
決
し
て
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
最
近
男
子
二
五
才
の
フ
ィ
キ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、
母
親
の
田
舎
の
小
屋
住
い
に
住
み
込
ん
だ
。
働
く
仕
事
（job
）
が
な
い
か
ら
だ
。「
近
所
の
人
で
母
の
家
の
周
り
を
世
話
し
て
呉
れ
る
人
は
な
く
、
町
へ
バ
イ
ク
で
通
う
人
、
町
角
で
仕
事
を
求
め
る
女
性
、
そ
し
て
ぼ
ろ
を
ま
と
っ
た
人
々
で
チ
ッ
プ
で
く
ず
を
さ
ら
う
仕
事
を
待
つ
人
々
は
、
み
な
仕
事
を
求
め
て
い
る
の
だ
。」
こ
う
し
た
ギ
ョ
ツ
オ
ン
ダ
（
町
）
の
よ
う
な
場
所
は
今
全
ア
フ
リ
カ
を
被
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
仕
事
の
な
い
人
の
う
ち
二
三
％
以
上
が
、「
仕
事
を
求
め
る
こ
そ
が
生
き
ざ
ま
」
と
な
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
の
経
済
推
進
力
で
あ
っ
た
の
は
「
国
民
」
で
あ
っ
た
が
、
今
世
界
最
高
の
失
業
率
を
長
い
こ
と
示
し
て
い
る
。
経
済
学
者
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
ひ
ど
い
遺
産
の
せ
い
で
南
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
と
不
平
等
が
あ
る
と
み
て
い
る
。
十
五
年
前
自
由
を
獲
得
し
た
と
き
黒
人
大
衆
に
も
経
済
的
活
動
の
自
由
が
及
ん
だ
か
に
み
え
た
が
、
大
部
分
雇
用
な
き
存
在
と
な
っ
た
の
は
民
主
的
政
府
の
失
政
の
せ
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
ま
た
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
傷
口
に
よ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
の
青
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
二
五
才
）
は
、「
私
は
技
術
者
に
な
る
か
技
術
畑
で
働
き
た
い
と
夢
み
て
い
た
」
そ
し
て
常
に
応
募
し
て
き
た
。「
そ
れ
は
す
べ
て
過
去
と
な
り
、
今
は
た
だ
仕
事
（job
）
を
求
め
る
だ
け
と
な
っ
た
。
何
で
も
よ
い
、
仕
事
さ
え
あ
れ
ば
」
と
語
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
あ
る
高
官
は
語
っ
た
。「「
雇
用
が
な
い
」（U
nem
ploym
ent
）
と
は
、
人
間
の
潜
在
能
力
（hum
an
potential
）
の
恐
る
べ
き
浪
費
で
あ
る
」「
す
べ
て
の
雇
用
な
き
人
々
〔
定
職
な
き
人
〕
は
、
彼
ら
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
か
、
そ
の
国
を
開
発
さ
せ
る
べ
き
生
産
的
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
な
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。」
ま
た
新
し
い
ツ
マ
大
統
領
は
豊
か
さ
を
拡
げ
る
約
束
で
選
出
さ
れ
た
人
民
主
義
者
で
、
今
年
（
二
〇
〇
九
）
五
〇
万
人
の
仕
事
を
、
そ
し
て
二
〇
一
四
年
ま
で
に
三
五
〇
万
人
の
仕
事
を
創
出
す
る
と
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
う
し
た
仕
事
（job
）
は
一
時
的
公
共
事
業
で
あ
る
か
ら
、
真
の
雇
用
の
増
加
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
南
ア
の
場
合
順
次
を
追
っ
て
成
長
を
数
年
重
ね
た
と
こ
ろ
へ
、
景
気
後
退
に
会
っ
た
の
で
、
仕
事
を
失
う
き
び
し
さ
に
仕
事
を
創
出
す
る
ど
こ
ろ
で
な
く
な
っ
た
。
最
近
の
調
査
報
告
で
は
、
こ
の
地
域
ギ
ョ
ツ
オ
ン
ダ
で
住
民
の
四
一
％
以
上
が
雇
用
を
失
い
、
大
体
の
人
は
政
府
給
付
金
で
生
き
の
び
て
い
る
と
い
う
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
報
告
で
は
雇
用
あ
る
人
と
報
道
さ
れ
た
人
も
、
仕
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
三
ケープタウンの高道で日雇い仕事を待つ人々
The Guardian Weekly, 09.7.24 より引用
事
を
受
け
て
い
る
人
な
の
で
、
一
日
二
ド
ル
以
下
の
給
与
だ
と
い
う
。
貧
困
層
並
み
だ
。南
ア
の
労
働
市
場
は
、
南
ア
メ
リ
カ
の
チ
リ
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
失
業
率
に
お
い
て
倍
も
悪
か
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
平
均
八
％
、
南
ア
は
二
一
％
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
府
の
差
別
待
遇
の
弊
害
が
今
も
影
響
し
て
い
る
た
め
だ
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
府
は
、
あ
る
集
落
に
黒
人
を
切
り
は
な
し
隔
離
し
、
そ
こ
と
、
あ
れ
果
て
た
農
村
地
域
と
を
、
都
市
と
学
校
と
の
交
通
の
便
宣
か
ら
切
り
離
し
た
。
黒
人
は
学
校
を
上
級
に
進
め
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
事
業
を
始
め
る
機
会
は
少
な
く
な
り
、
経
営
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
は
一
層
む
ず
か
し
く
な
っ
た
。「
定
職
は
さ
ら
な
る
定
職
へ
の
道
で
あ
る
。
し
か
し
南
ア
で
は
大
半
の
人
が
定
職
か
ら
も
、
そ
こ
で
の
生
活
を
据
え
る
こ
と
も
排
除
さ
れ
て
き
た
。」
一
九
九
四
年
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
終
わ
っ
た
と
き
、
非
熟
練
労
働
者
が
ど
っ
と
供
給
過
剰
に
現
れ
た
が
、
そ
の
と
き
の
農
業
と
鉱
山
業
と
が
力
強
く
、
ギ
ョ
ツ
オ
ン
ダ
の
よ
う
な
集
落
で
、
仕
事
の
大
半
が
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
が
衰
え
る
と
機
械
化
が
進
み
熟
練
労
働
者
に
と
っ
て
代
ら
れ
た
。
こ
の
集
落
は
や
は
り
交
通
の
便
が
悪
く
、
し
か
も
学
校
で
仕
事
に
就
け
る
就
業
の
用
意
は
な
い
。
二
〇
〇
七
年
以
後
も
事
情
は
変
ら
ぬ
ま
ま
で
黒
人
に
と
っ
て
学
校
に
は
入
り
に
く
く
、
白
人
に
は
住
民
の
十
％
の
と
こ
ろ
黒
人
に
は
そ
の
半
分
し
か
入
れ
な
い
。
ギ
ョ
ツ
オ
ン
ダ
の
高
校
の
元
校
長
は
「
勉
強
し
た
い
人
が
学
校
制
度
か
ら
閉
め
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
の
学
校
は
「
と
ん
で
も
な
い
」
と
語
っ
た
。
彼
は
ま
た
最
近
、
仕
事
の
な
い
住
民
に
は
事
業
を
開
く
こ
と
を
勧
め
た
が
、
大
半
の
人
は
金
も
な
く
、
英
語
は
話
せ
ず
、
事
業
を
開
く
に
も
知
識
が
全
く
な
い
状
態
な
の
だ
。
か
の
青
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
君
は
云
う
。「
こ
の
集
落
の
工
業
地
帯
に
日
雇
い
仕
事
は
あ
る
に
は
あ
る
が
、
求
め
る
人
が
遥
か
に
多
く
人
が
余
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
バ
ス
代
金
が
七
〇
セ
ン
ト
も
す
る
。
建
築
業
に
仕
事
は
あ
っ
た
が
、
雇
い
主
は
技
術
証
明
書
を
求
め
る
有
様
だ
。
農
業
の
仕
事
は
一
日
五
ド
ル
の
最
低
以
下
で
、
そ
の
う
ち
か
ら
昼
食
を
出
す
。
さ
き
の
バ
ス
代
。
加
え
て
過
労
か
ら
病
気
と
な
る
有
様
。「
何
も
し
な
い
方
が
ま
し
だ
」
と
語
り
、
彼
の
先
輩
の
話
し
を
語
っ
た
。
彼
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
習
に
行
っ
た
と
き
、
メ
ダ
ッ
プ
さ
ん
に
会
っ
た
。
彼
は
「
私
は
三
七
才
に
な
っ
た
が
、
今
も
っ
て
定
職
（
き
ま
っ
て
い
る
職
）
は
な
い
。」
と
い
う
。
今
警
察
官
を
志
望
し
て
い
る
が
、
定
職
を
求
め
て
い
る
か
ら
だ
。「
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
た
ま
た
ま
な
が
ら
「
世
話
す
る
力
あ
る
人
」（relerant
people
）
に
め
ぐ
り
会
う
ほ
か
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
。
投
資
は
新
し
い
技
術
職
を
生
み
出
す
が
、
今
ま
で
の
労
働
者
は
、
遥
か
に
多
く
の
失
業
と
な
っ
て
、
職●
と
食●
と
宿●
を
失
う
。
（G
.W
,09.7.24.P.18
）
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
（N
igeria
）
の
ラ
ゴ
ス
（Lagos
）
市
の
市
民
生
活
の
現
況
を
紹
介
す
る
こ
と
に
移
る
。
現
在
一
億
五
千
万
人
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
は
、
ア
フ
リ
カ
第
二
の
大
都
市
ラ
ゴ
ス
が
千
五
万
人
で
首
都
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
港
町
の
中
に
あ
る
ア
ジ
ェ
グ
ン
ル
（A
jegunle
）
が
ア
フ
リ
カ
最
大
の
ス
ラ
ム
街
で
あ
る
。
報
告
は
ジ
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
四
ェ
ー
ム
ス
・
ミ
ー
ク
で
「
ガ
ー
デ
ア
ン
」
の
ベ
テ
ラ
ン
記
者
で
あ
る
。
多
少
の
予
備
知
識
を
記
し
て
み
よ
う
。
さ
て
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
廃
棄
さ
れ
た
一
九
九
四
年
は
、
途
上
国
の
成
長
率
の
上
昇
が
目
立
ち
始
め
た
折
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
低
開
発
国
と
高
所
得
国
の
格
差
拡
大
が
注
目
さ
れ
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。
世
界
銀
行
の
一
九
九
五
年
版
「
世
界
開
発
報
告
」
で
低
所
得
経
済
に
分
類
さ
れ
た
四
五
ヵ
国
中
ア
フ
リ
カ
諸
国
二
七
ヵ
国
が
含
ま
れ
た
。
他
方
、
都
市
人
口
の
急
速
な
増
加
が
み
ら
れ
、
百
万
人
以
上
都
市
は
、
一
九
五
〇
年
八
六
、
一
九
七
二
年
四
〇
〇
、
二
〇
一
五
年
五
五
〇
を
数
え
る
と
さ
れ
た
。
人
口
増
加
と
は
都
市
人
口
の
増
加
を
意
味
す
る
し
、
そ
の
九
五
％
は
途
上
国
に
よ
っ
た
。
西
ア
フ
リ
カ
の
ギ
ネ
ア
湾
（
ラ
ゴ
ス
も
含
ま
れ
る
）
の
都
市
化
は
、
十
万
人
以
上
の
都
市
に
つ
き
、
一
九
六
〇
年
一
七
、
二
〇
〇
二
年
三
〇
〇
と
飛
び
上
が
っ
た
。
ラ
ゴ
ス
は
一
九
五
〇
年
〇
・
三
（
百
万
人
）
が
二
〇
〇
四
年
一
三
・
四
（
百
万
人
）
に
、
約
四
五
倍
の
増
加
で
、
大
半
が
農
民
の
出
稼
ぎ
だ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
で
は
都
市
人
口
の
大
半
が
、
同
時
に
ス
ラ
ム
人
口
で
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
は
七
九
％
、
ス
ー
ダ
ン
・
八
五
％
、
エ
チ
オ
ピ
ア
・
九
九
％
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
次
に
実
況
に
移
る
が
、
そ
の
実
態
は
、「
片
目
を
あ
け
て
眠
る
」
と
い
う
題
に
あ
る
よ
う
に
、
ス
ラ
ム
に
生
き
る
の
も
、
そ
こ
に
移
る
の
も
生
死
を
か
け
た
闘
い
が
実
態
と
い
え
よ
う
か
。
生
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
以
上
は
、
マ
イ
ク
『
ス
ラ
ム
の
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』（
二
〇
〇
六
）
か
ら
一
部
分
の
み
転
記
し
た
が
、
そ
の
一
七
五
頁
に
次
の
文
が
あ
る
。「
都
市
と
は
、
技
術
を
も
た
な
い
労
働
者
、
低
賃
金
で
、
保
護
の
な
い
、
非
公
式
の
（
か
く
れ
た
仕
事
の
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
従
業
員
の
捨
て
場
と
な
っ
て
き
た
の
だ
。
…
…
こ
の
非
公
式
部
門
の
勃
興
は
…
…
自
由
化
の
直
接
の
結
果
で
あ
る
。」
つ
ま
り
、「
風
俗
」
も
「
派
遣
」
も
ス
ラ
ム
も
現
代
資
本
主
義
そ
の
も
の
の
姿
で
あ
る
。（M
ike
D
aris,2006,pp.1-10,175
）
私
（
記
者
ミ
ー
ク
）
が
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
エ
カ
ン
グ
さ
ん
（E
m
anuelE
kang
）
を
朝
、
訪
ね
た
と
き
、
あ
ば
ら
屋
の
敷
地
に
裸
で
寝
込
ん
で
い
た
。
私
は
建
設
途
中
の
教
会
の
崩
れ
散
っ
て
い
る
石
材
を
避
け
開
き
な
が
ら
敷
地
に
つ
い
た
と
き
、
彼
は
よ
ご
れ
た
と
こ
ろ
に
寝
こ
ろ
が
っ
て
い
た
。
屋
根
も
な
く
床
も
な
く
、
子
羊
が
建
築
材
料
の
間
を
ふ
ら
つ
い
て
お
り
、
女
性
が
洗
た
く
物
を
か
け
て
い
た
。
エ
カ
ン
グ
は
す
ぐ
お
き
て
、
今
お
き
た
ベ
ン
チ
を
拭
い
て
す
す
め
て
呉
れ
た
。
彼
は
「
牧
師
」
で
あ
る
が
、
私
の
問
い
に
、
流
暢
に
〔
つ
ま
り
私
に
は
私
に
む
け
・
人
々
に
は
そ
れ
な
り
の
言
葉
で
〕
話
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
予
め
準
備
で
も
し
て
い
る
よ
う
に
語
っ
た
。
こ
の
建
設
中
の
、
つ
ま
り
未
完
の
教
会
は
、
彼
の
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
セ
ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（StPatrick
ofC
hrist
）
で
あ
る
が
、
い
つ
襲
わ
れ
壊
さ
れ
る
か
解
ら
な
い
、「
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
死
滅
の
ワ
ナ
」（D
eath
trap
）
だ
か
ら
と
い
う
。
彼
の
父
は
教
会
の
建
設
を
は
じ
め
た
が
亡
く
な
っ
た
。
ラ
ゴ
ス
の
な
か
に
あ
っ
て
最
も
大
き
い
ス
ラ
ム
で
あ
る
ア
ジ
ェ
グ
ン
ル
で
は
、
教
会
の
あ
る
場
所
は
建
物
区
と
し
て
の
ぞ
か
れ
て
い
た
。
政
府
プ
ラ
ン
で
は
ア
ジ
ェ
グ
ン
ル
を
と
り
除
き
住
民
を
払
い
除
け
る
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
果
せ
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
を
首
都
圏
と
し
た
い
た
め
と
り
払
い
た
い
の
だ
っ
た
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
は
ア
フ
リ
カ
の
最
も
人
口
多
い
国
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
五
・
・
・
で
、
ラ
ゴ
ス
は
ま
た
最
も
大
き
い
都
市
カ
イ
ロ
に
及
ば
な
い
ま
で
も
、
そ
こ
に
迫
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
す
ぐ
に
も
立
ち
除
き
に
く
る
脅
威
は
今
に
も
来
る
か
と
迫
っ
て
い
た
。
そ
の
日
暮
し
の
貧
乏
人
は
、
こ
こ
を
家
と
し
、
だ
か
ら
こ
そ
生
き
ら
れ
る
思
い
で
い
た
。
エ
カ
ン
グ
（
牧
師
）
は
「
彼
ら
は
今
日
に
も
来
る
ぞ
」「
彼
ら
は
運
河
の
側そば
の
家
は
と
り
壊
し
た
い
の
だ
そ
う
だ
、
ラ
ゴ
ス
を
ロ
ン
ド
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
し
た
い
ん
だ
、
だ
が
自
分
た
ち
の
も
の
●
●
に
し
た
い
ん
だ
。
そ
れ
を
み
ん
な
心
配
し
て
い
る
！
だ
か
ら
、
誰
も
が
片
目
を
あ
け
て
眠
る
の
だ
。」
運
河
の
近
く
に
パ
ン
屋
さ
ん
た
ち
も
い
た
。
彼
ら
も
何
年
も
居
据
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
い
る
正
当
な
権
利
は
な
い
と
告
げ
ら
れ
た
。「
厄
介
も
の
だ
が
立
ち
去
る
ま
で
見
の
が
す
」
と
政
府
の
部
局
か
ら
云
わ
れ
た
。「
三
日
の
ち
に
パ
ン
屋
や
近
隣
は
取
り
払
わ
れ
る
だ
ろ
う
。」
か
と
い
っ
て
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
、「
自
分
た
ち
だ
け
で
は
。」
新
年
を
迎
え
る
と
政
府
と
警
察
は
「
規
則
違
反
に
対
す
る
反
抗
」
と
称
し
て
ラ
ゴ
ス
空
港
へ
の
公
道
に
並
ん
だ
何
千
も
の
小
規
模
店
舗
を
「
不
法
」
な
巣
と
し
て
警
告
な
し
に
急
襲
し
た
。
彼
ら
の
露
店
や
商
品
は
み
な
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
取
り
払
わ
れ
、
つ
ぶ
さ
れ
、
焼
か
れ
た
。
小
商
人
た
ち
や
女
た
ち
は
悲
鳴
を
あ
げ
、
泣
い
た
。
エ
カ
ン
グ
（
牧
師
）
か
ら
み
る
と
、
情
容
赦
な
く
、
不
法
な
、
あ
る
い
は
准
合
法
的
な
家
屋
や
店
舗
を
取
り
壊
す
の
は
一
人
の
意
思
力
〔
つ
ま
り
権
力
〕
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ラ
ゴ
ス
市
長
の
力
で
あ
る
。
市
長
は
二
〇
〇
七
年
に
選
挙
で
代
っ
た
が
、
市
民
に
は
市
長
が
入
り
代
り
代
っ
て
も
同
じ
こ
と
だ
と
語
る
。
つ
ま
り
圧
倒
的
な
部
分
で
（
市
長
は
）
変
る
こ
と
は
な
い
―
そ
れ
は
〔
市
民
と
〕
つ
か
み
合
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
冷
徹
な
力
で
あ
る
。
そ
の
力
が
建
物
を
壊
し
た
り
、
新
し
く
建
て
た
り
、
人
々
を
追
い
払
っ
た
り
、
生
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
遠
く
へ
立
ち
退
き
追
い
払
っ
た
り
す
る
し
、
膨
張
す
る
市
の
人
口
の
力
を
、
個
人
個
人
に
バ
ラ
し
て
孤
立
化
し
無
力
化
す
る
の
だ
っ
た
。
ラ
ゴ
ス
は
年
五
〇
万
人
の
割
で
人
口
増
加
し
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
は
百
万
人
以
上
の
都
市
七
を
数
え
、
人
口
一
億
五
千
万
を
上
廻
っ
て
、
世
界
第
八
位
と
な
り
、
日
本
、
ロ
シ
ア
を
上
廻
っ
た
。
世
界
の
人
口
増
加
を
先
導
し
、
食
糧
生
産
、
雇
用
増
加
を
は
る
か
に
上
廻
っ
た
。
都
市
人
口
は
急
増
、
農
村
人
口
は
衰
退
し
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
逆
転
し
た
。「
こ
れ
ら
は
資
本
主
義
、
道
徳
的
腐
敗
そ
し
て
階
級
的
た
た
か
い
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
お
り
、
計
画
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。」「
希
望
は
絶
望
を
伴
い
な
が
ら
、
出
稼
ぎ
者
は
都
市
に
極
楽
を
求
め
て
ド
ッ
ト
移
転
し
た
。」
一
九
六
〇
年
頃
、
世
界
史
上
は
じ
め
て
、
世
界
人
口
上
、
都
市
人
口
が
農
村
人
口
を
上
廻
り
、
ま
た
人
口
増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
食
糧
生
産
を
拡
張
す
る
見
込
み
は
な
い
と
、
一
般
に
見
透
か
さ
れ
た
。
さ
て
、
な
ぜ
農
村
（
漁
村
）
人
口
の
大
量
移
転
が
惹
起
さ
れ
た
か
？
河
川
の
改
修
投
資
（
漁
業
乱
獲
と
枯
渇
）
そ
れ
に
よ
る
耕
作
地
乾
燥
と
旱
魃
・
飢
餓
の
発
生
、
幼
児
の
飢
餓
、
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｖ
・
エ
イ
ズ
、
教
育
欠
如
、
医
療
不
足
、
そ
し
て
無
知
と
迷
信
が
あ
っ
た
。
御
承
知
の
よ
う
に
、
ユ
ニ
セ
フ
、
国
境
な
き
医
師
団
、
そ
の
他
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
僅
か
に
人
間
に
良
心
が
あ
る
の
を
証
明
し
て
い
る
。
ラ
ゴ
ス
大
学
タ
イ
バ
ト
・
ラ
ワ
ン
ソ
ン
教
授
は
、
通
勤
の
便
が
悪
い
の
で
、
大
変
だ
と
苦
衷
を
の
べ
る
。「
八
時
の
出
勤
に
五
時
起
き
で
な
い
と
。
帰
り
は
四
時
に
出
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
六
な
い
と
、
夜
十
一
時
ま
で
に
家
に
着
け
な
い
。
週
末
ゆ
っ
く
り
し
た
い
の
で
、
家
を
建
て
る
土
地
も
欲
し
い
の
さ
。
せ
め
て
子
供
も
遊
ば
せ
た
い
し
ね
。
街
の
中
の
ア
パ
ー
ト
一
部
屋
よ
り
は
、
多
少
奮
発
す
れ
ば
子
供
も
も
て
る
し
ね
。」
レ
ッ
キ
イ
街
道
（L
ekki
highw
ay
）
の
両
側
の
土
地
は
み
ん
な
望
ん
で
い
る
が
、
区
切
り
さ
れ
釣
り
上
げ
ら
れ
、
投
機
さ
れ
、
も
は
や
一
般
人
の
手
の
で
る
場
所
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
と
ん
で
も
な
い
日
雇
い
も
、
食
も
宿
も
な
い
ス
ラ
ム
の
住
人
の
生
活
●
●
●
●
●
は
、
想
像
も
で
き
な
い
悲
惨
な
も
の
に
陥
さ
れ
て
い
た
。
ミ
ー
ク
記
者
は
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り
我
慢
強
く
数
々
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
た
。
そ
の
な
か
か
ら
、
一
、
二
を
と
り
あ
げ
た
い
。
ま
ず
ム
ダ
シ
ル
・
ラ
ワ
ル
さ
ん
。
彼
は
レ
ッ
キ
イ
土
地
取
引
の
中
心
地
区
イ
グ
バ
ラ
に
住
む
祖
先
伝
来
の
区
長
さ
ん
で
、
自
ら
は
鉛
工
職
人
、
自
分
で
宮
殿
●
●
と
呼
ん
で
い
る
二
階
建
て
家
屋
に
住
ん
で
い
た
。
ス
ラ
ム
街
ア
ジ
ェ
グ
ン
ル
に
あ
り
、
自
宅
兼
店
で
あ
る
。
私
が
声
を
か
け
る
と
、
息
子
さ
ん
達
が
戸
口
に
現
れ
平
伏
し
て
丁
寧
な
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
昔
な
が
ら
の
伝
統
的
な
礼
儀
の
厚
い
仕
方
だ
。
主
人
は
今
六
〇
才
だ
が
、
昔
こ
こ
は
村
だ
っ
た
が
、
今
は
都
市
に
な
り
、
ラ
ゴ
ス
に
合
併
さ
れ
た
。
子
供
の
頃
コ
コ
ナ
ツ
を
集
め
街
に
持
っ
て
行
っ
て
売
っ
た
。
今
は
半
島
に
な
っ
て
い
る
が
、
昔
は
島
だ
っ
た
の
で
、
ラ
ゴ
ス
で
売
っ
た
わ
け
だ
が
、
貴
重
だ
っ
た
の
で
よ
い
値
だ
っ
た
。
出
稼
ぎ
が
こ
こ
に
ド
ッ
ト
お
し
か
け
て
き
、
埋
め
立
て
ら
れ
半
島
化
し
て
急
速
に
都
市
化
し
た
。
主
人
は
そ
の
間
に
四
人
の
妻
、
一
二
人
の
子
供
、
一
二
人
の
孫
、
甥
姪
百
人
に
な
る
と
い
う
。
彼
ら
は
そ
の
近
辺
に
分
居
し
て
い
る
と
い
う
。
ラ
ゴ
ス
大
学
の
レ
ケ
・
オ
ド
ワ
イ
先
生
（
女
性
）
の
意
見
に
よ
る
と
、
ラ
ゴ
ス
の
都
市
計
画
は
先
進
国
の
を
見
倣
っ
て
い
る
の
で
、
市
民
は
そ
れ
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
「
無
念
」
が
ら
せ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
取
り
戻
す
の
は
真
似
る
こ
と
で
な
い
と
気
付
く
。
冷
蔵
庫
が
な
い
の
で
毎
日
買
物
を
す
る
。
ま
た
洗
た
く
、
ト
イ
レ
な
ど
自
分
で
修
理
す
る
。
と
く
に
国
立
小
学
校
を
支
え
る
寄
附
を
出
す
の
が
貧
困
層
に
は
苦
し
い
と
い
う
。
そ
れ
で
い
て
、
国
立
学
校
は
「
無
料
」
だ
と
い
う
。
記
者
は
あ
る
朝
、
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
小
学
校
へ
訪
ね
て
み
た
。
マ
コ
コ
と
い
う
ス
ラ
ム
街
に
あ
る
。（St.M
arry’s
in
M
akoko
）
全
く
の
小
さ
い
掘
立
小
屋
、
電
気
も
な
く
、
水
も
な
く
ガ
ラ
ス
窓
も
な
く
床
も
な
い
。
こ
こ
に
六
人
の
先
生
と
六
つ
の
ク
ラ
ス
に
百
人
も
つ
め
こ
ま
れ
、
黒
板
の
ほ
か
区
切
り
も
な
か
っ
た
。
算
数
の
先
生
が
大
き
い
声
を
立
て
て
い
る
の
は
、
と
な
り
の
英
語
の
学
習
の
声
で
、
き
き
と
れ
な
い
の
を
心
配
し
た
か
ら
だ
。
壁
に
ポ
ス
タ
ー
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。「
オ
バ
マ
・
ア
メ
リ
カ
最
初
の
黒
人
大
統
領
」
と
あ
っ
た
。
校
長
は
こ
う
云
っ
た
。「
毎
日
民
衆
が
外
か
ら
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
く
る
。
そ
し
て
児
童
の
数
も
増
え
て
ゆ
く
。
今
朝
数
え
た
人
数
は
、
翌
朝
は
増
え
て
増
加
し
て
い
る
の
だ
。」
こ
こ
で
は
人
が
多
く
な
る
が
そ
の
人
々
も
、
死
ん
で
ゆ
く
の
も
葬
式
も
、
お
目
出
度
い
こ
と
な
の
だ
。〔
こ
こ
で
は
人
は
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
ら
だ
。
人
は
物
で
は
な
い
の
だ
。〕
医
院
も
ド
ミ
ニ
カ
教
団
に
よ
り
九
年
前
建
て
た
が
人
々
は
薬
代
は
払
え
ず
、
民
間
治
療
で
は
、
か
え
っ
て
餓
死
は
多
く
な
る
。
私
（
ミ
ー
ト
記
者
）
は
二
日
後
の
日
曜
日
マ
コ
コ
に
行
っ
て
み
た
。
二
人
の
少
女
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
七
が
教
会
の
白
い
長
い
ド
レ
ス
を
き
て
走
っ
て
い
た
。
顔
を
み
る
と
う
や
う
や
し
い
態
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
三
十
八
才
の
母
親
に
会
っ
た
。
子
供
六
人
の
う
ち
四
人
を
小
学
校
に
出
し
て
い
た
。
夫
は
聖
霊
教
会
の
牧
師
で
、
夫
婦
で
月
一
六
〇
ド
ル
の
収
入
に
な
る
。
四
分
の
一
を
教
育
に
支
出
す
る
。
子
供
に
一
日
三
度
食
事
を
さ
せ
る
た
め
、
夫
婦
は
と
き
ど
き
食
べ
な
い
こ
と
が
常
だ
。
八
人
は
一
部
屋
住
ま
い
だ
。
母
親
は
キ
ッ
パ
リ
云
っ
た
。「
こ
こ
で
死
ん
で
な
る
も
の
か
。
い
つ
か
は
家
を
建
て
る
ぞ
。
と
く
に
大
事
な
こ
と
は
教
育
だ
。
子
供
た
ち
は
皆
学
校
に
や
る
。
私
は
一
人
は
医
者
に
、
一
人
は
看
護
師
、
一
人
は
薬
剤
師
に
な
る
の
を
望
ん
で
い
る
。
彼
ら
が
い
つ
か
「
マ
マ
！
こ
っ
ち
に
お
い
で
！
」
と
云
う
の
を
望
ん
で
い
る
と
語
っ
た
。
私
が
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
十
才
位
の
子
供
が
出
て
き
て
云
っ
た
。「
こ
れ
が
マ
イ
ケ
ル
だ
よ
。
彼
は
医
者
に
な
る
ん
だ
！
」
と
。
以
上
で
終
る
。
次
に
中
国
を
み
よ
う
。
中
国
の
新
し
い
出
稼
ぎ
女
子
労
働
者
・
中
国
女
工
の
出
現
中
国
が
経
済
成
長
へ
大
き
く
飛
躍
し
た
の
は
一
九
八
〇
年
経
済
特
区
の
設
立
が
画
期
と
な
っ
た
。
広
東
省
の
深
（Shenzhen
）、
珠
海
、
汕
頭
（
ス
ワ
ト
ウ
）
福
建
省
の
厦
門
（
ア
モ
イ
）
の
四
特
区
で
あ
る
。
深
の
近
所
に
、D
ongguan,G
uangzhou
と
い
う
大
都
市
が
接
近
し
て
並
ん
で
お
り
、
パ
ー
ル
河
（Pearl
river
）
に
沿
う
港
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
専
ら
香
港
、
台
湾
の
資
本
な
ど
の
進
出
に
よ
っ
た
。
次
書
の
取
り
扱
っ
て
い
る
の
は
東
莞
（
ド
ン
ジ
ャ
ン
）
で
あ
る
が
、
何
と
、
過
去
二
〇
年
間
、
年
平
均
十
五
％
以
上
の
成
長
率
を
継
続
し
、
七
、
八
百
万
、
な
い
し
一
千
万
人
の
人
口
が
在
籍
し
た
と
云
う
。
そ
の
人
口
の
大
部
分
が
出
稼
ぎ
労
働
者
（M
igrantw
orkers
）
で
、
そ
の
ま
た
大
部
分
が
女
工
（Factory
girls
）、
つ
ま
り
結
婚
前
後
の
若
い
娘
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。「
出
稼
ぎ
」
ミ
グ
ラ
ン
ト
が
中
国
労
働
者
の
典
型
的
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
数
一
億
三
千
万
人
の
う
ち
三
分
の
一
が
女
工
で
あ
る
。
出
稼
女
工
を
工
場
、
農
村
、
都
市
の
中
に
、
一
人
一
人
に
つ
い
て
調
べ
を
上
げ
る
こ
と
は
至
難
の
仕
事
で
あ
る
。
こ
れ
を
な
し
遂
げ
た
の
が
次
の
本
で
あ
る
。
レ
ズ
リ
ー
・
チ
ャ
ン
『
中
国
女
工
―
現
代
中
国
の
中
心
か
ら
の
声
』
ピ
カ
ド
ー
ル
社
、
二
〇
〇
八
年
（
２
）
。
中
国
の
工
場
や
労
働
者
に
近
づ
き
親
し
く
な
り
、
立
ち
入
っ
た
こ
と
を
聞
き
取
る
に
は
、
地
方
語
が
他
所
者
よ
そ
も
の
的
感
じ
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
流
暢
に
話
せ
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
が
、
中
国
女
工
は
、
ま
た
、
仕
事
の
こ
と
は
一
切
他
言
を
禁
じ
ら
れ
、
女
工
同
志
で
も
仕
事
、
身
の
上
、
郷
里
の
村
や
家
の
こ
と
は
実
際
上
禁
句
と
さ
れ
る
。
今
日
中
国
経
済
に
関
す
る
文
献
は
多
い
が
、
具
体
的
な
人
間
的
女
工
の
こ
と
を
詳
細
に
叙
述
し
た
本
は
、
右
が
最
初
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
四
〇
〇
頁
の
う
ち
ご
く
一
部
を
私
な
り
に
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
す
る
に
止
る
。
し
か
し
中
国
の
現
在
と
未
来
は
出
稼
ぎ
労
働
者
の
両
肩
に
か
か
っ
て
い
る
。
他
の
す
べ
て
が
、
二
の
次
だ
―
こ
れ
が
私
の
強
い
印
象
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
得
る
程
度
に
調
べ
上
げ
た
本
で
あ
る
。
著
者
の
レ
ズ
リ
ー
・
チ
ャ
ン
さ
ん
は
中
国
系
米
国
人
で
あ
る
が
、
米
国
で
育
ち
大
学
を
卆
え
た
の
ち
、
米
国
の
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
の
通
信
員
と
し
て
中
国
に
十
年
ほ
ど
在
住
し
て
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
八
い
た
と
い
う
。
現
在
結
婚
さ
れ
米
国
住
ま
い
だ
。
し
か
し
チ
ャ
ン
家
は
元
吉
林
市
在
住
の
鉱
山
経
営
者
・
大
土
地
所
有
者
で
豪
族
一
族
の
主
家
で
あ
っ
た
。
日
本
の
侵
略
を
う
け
四
散
し
祖
父
母
は
じ
め
米
国
に
移
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
今
日
も
中
国
一
帯
に
親
戚
が
多
く
、
全
く
の
中
国
人
の
側
面
は
あ
る
と
思
う
。
こ
ん
ど
の
研
究
と
併
行
し
て
自
家
の
歴
史
も
、
主
に
祖
父
の
日
記
を
手
が
か
り
に
辿
っ
た
の
を
合
わ
せ
一
書
と
し
た
。
彼
女
の
眼
目
は
中
国
人
の
生
き
ざ
ま
●
●
●
●
を
み
す
え
る
こ
と
で
父
祖
と
今
日
の
女
工
と
を
ま
と
め
あ
げ
た
。
舞
台
と
し
て
の
東
莞
（
ド
ン
ジ
ャ
ン
）
は
昔
、
ア
ヘ
ン
を
二
万
箱
焼
き
、
中
国
近
代
化
の
ノ
ロ
シ
を
あ
げ
た
場
所
で
あ
り
、
こ
ん
ど
中
国
近
代
工
場
を
特
区
に
先
ん
じ
て
先
駆
し
た
場
所
で
あ
る
。
ま
こ
と
、
中
国
を
占
う
に
相
応
し
い
。
た
だ
し
、
東
莞
（
ド
ン
ジ
ャ
ン
）
は
今
は
、「
工
場
が
無
限
に
連
な
る
街
で
あ
る
と
同
時
に
、
売
春
の
街
で
あ
る
。」
変
革
期
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
売
買
春
は
中
国
の
今
日
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
郷
里
を
出
る
家
を
出
る
、
村
を
出
る
（go
out
to
m
igrate
）
は
中
国
娘
に
は
重
い
。
中
国
語
でC
hugre
と
い
う
が
多
用
さ
れ
る
コ
ト
バ
だ
。
娘
は
家
計
補
助
で
は
な
く
自
立
へ
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
お
さ
な
い
娘
た
ち
は
、
い
つ
も
家
に
帰
り
、
両
親
に
会
う
の
を
語
っ
て
お
り
、
給
料
日
に
は
郵
便
局
は
家
へ
の
送
金
で
こ
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
二
、
三
年
も
す
ぎ
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
な
り
、
貯
金
し
て
化
粧
品
、
服
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
と
か
、
ボ
ー
イ
・
フ
レ
ン
ド
の
こ
と
に
心
は
向
く
。
自
立
へ
は
つ
ね
に
心
を
配
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
二
、
三
ヵ
月
で
別
の
工
場
へ
移
る
の
で
、
工
場
側
は
六
ヵ
月
を
契
約
し
、
二
ヵ
月
分
を
敷
金
に
と
り
、
期
限
に
返
金
す
る
と
し
た
が
、
多
く
は
そ
の
前
に
止
め
て
移
っ
た
と
い
う
。
仕
事
は
朝
八
時
か
ら
一
三
時
間
、
寄
宿
舎
は
一
部
屋
一
二
人
で
ご
ろ
寝
状
況
、
給
料
は
一
ヵ
月
四
〇
〇
元
約
五
〇
ド
ル
、
超
勤
で
約
倍
と
な
っ
た
と
い
う
。
土
曜
日
の
み
超
勤
が
な
か
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
用
靴
工
場
―
ユ
エ
ン
工
場
の
例
こ
の
工
場
は
平
均
サ
ラ
リ
ー
月
七
二
ド
ル
（
市
の
最
低
水
準
を
保
証
）
で
勤
め
易
い
と
い
う
。
幼
稚
園
（
保
育
園
と
も
）、
病
院
、
図
書
館
、
英
語
講
習
な
ど
あ
り
、
仕
事
と
学
習
、
女
工
の
た
め
に
医
療
（
妊
し
ん
検
査
）
や
そ
の
他
が
あ
る
。
村
の
農
繁
・
農
閑
期
に
合
わ
せ
て
、
工
場
も
繁
閑
期
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
設
定
し
て
い
る
。
忙
し
い
時
期
の
仕
事
は
猛
烈
と
も
凄
ま
じ
い
と
も
云
え
た
。
一
〇
年
前
、
ス
ポ
ー
ツ
用
靴
を
受
注
し
て
か
ら
仕
上
げ
輸
送
ま
で
九
〇
日
を
要
し
た
が
、
数
年
前
に
六
〇
日
と
な
り
、
現
在
三
〇
日
に
縮
め
た
。「
抑
圧
的
経
営
方
法
」
に
改
め
、
十
一
時
間
の
勤
務
に
超
勤
を
加
え
、
三
交
代
と
し
、
日
曜
日
以
外
休
み
は
な
か
っ
た
。
夜
間
交
代
制
を
と
り
組
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
多
数
が
中
途
で
や
め
た
。
他
に
も
様
々
に
工
面
し
た
。
工
場
は
毎
月
月
の
総
数
の
半
数
を
採
用
し
続
け
た
。
女
工
が
三
ヵ
月
以
内
で
止
め
る
の
に
対
応
し
た
も
の
だ
。
こ
れ
自
体
、
一
般
人
に
想
像
で
き
な
い
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
国
出
稼
ぎ
女
工
の
志
操
著
者
は
出
稼
ぎ
女
工
に
共
通
の
特
色
が
あ
る
と
し
て
こ
う
の
べ
る
。
彼
女
ら
は
は
じ
め
希
望
も
向
上
心
も
持
っ
て
い
た
が
、
何
百
と
い
う
同
じ
身
の
上
の
仲
間
の
な
か
で
次
第
に
「
自
分
」
を
失
う
傾
向
だ
っ
た
。
村
に
生
れ
貧
困
で
教
育
も
な
い
自
分
は
、
何
百
万
の
う
ち
の
一
人
と
想
い
つ
め
て
ゆ
く
。（lbid.,
p.55
）
そ
れ
で
も
女
工
は
何
度
も
何
度
も
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
な
か
で
「
ど
ん
な
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
九
・
・
女
工
も
情
況
に
合
う
よ
う
自
己
を
換
へ
て
ゆ
く
の
に
、
意
思
を
強
く
持
つ
必
要
が
あ
る
」（Ibid.,
p.107
）
と
気
付
い
て
ゆ
く
。
家
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
よ
い
人
と
一
緒
に
な
る
途
は
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
自
己
を
向
上
さ
せ
る
の
に
迫
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
著
者
チ
ェ
ン
は
二
人
の
女
工
と
信
頼
し
合
う
仲
と
な
っ
た
。
ミ
ン
と
チ
ュ
ミ
ン
で
、
彼
ら
の
身
の
上
は
矢
張
り
貧
困
農
家
の
出
な
が
ら
、
堅
忍
不
抜
な
足
ど
り
を
辿
っ
た
。
ミ
ン
は
村
の
小
学
校
か
ら
寄
宿
し
て
高
校
を
出
、
工
場
を
や
め
大
学
を
卒
え
る
苦
闘
だ
っ
た
。
著
者
は
「
二
人
と
も
女
工
の
典
型
（T
ypical
）
と
は
い
え
な
い
」（p.404
）
と
い
う
。
し
か
し
私
は
ミ
ン
ら
は
中
国
女
性
労
働
者
の
基
本
的
人
間
像
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。「
こ
れ
が
中
国
人
で
あ
る
。」
ミ
ン
の
日
記
か
ら
引
用
し
て
み
る
。「
友
よ
、
私
た
ち
は
自
分
の
過
失
で
は
な
い
の
に
貧
困
な
世
に
生
れ
た
。
け
れ
ど
も
貧
困
の
ま
ま
死
ぬ
の
は
罪
な
の
だ
。」（p.64
）「
私
は
自
分
な
り
の
道
を
歩
む
の
だ
。
他
人
が
何
を
言
う
と
も
語
る
に
ま
か
せ
よ
」（p.52
）
著
者
は
い
う
。
「
ミ
ン
の
長
所
の
一
つ
は
、
昔
の
苦
難
を
決
し
て
忘
れ
な
い
こ
と
だ
。
私
は
何
度
も
聞
い
た
。
私
は
私
の
生
れ
育
っ
た
所
を
忘
れ
な
い
と
。
そ
れ
を
私
は
好
き
な
ん
だ
。」
と
。（p.74
）
ミ
ン
は
あ
る
人
と
結
婚
し
た
が
、
彼
は
「
治
安
官
」
に
な
る
と
云
う
。
ミ
ン
よ
り
三
百
元
も
多
い
給
料
だ
と
い
う
。
ミ
ン
は
結
局
離
婚
し
た
。
彼
は
シ
ャ
イ
●
●
●
（Shyness
）（p.360-1
）
つ
ま
り
生
き
方
と
し
て
、
日
本
人
の
い
う
「
脱
亜
入
欧
」
的
な
自
分
と
な
る
の
を
、
そ
し
て
故
郷
を
捨
て
て
「
利
」
を
追
う
の
を
き
ら
っ
た
の
だ
っ
た
。
で
は
イ
ギ
リ
ス
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
道
徳
的
人
間
像
、
民
主
主
義
を
き
ず
い
て
き
た
か
、
次
章
で
み
て
み
る
。
二
　
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
主
義
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
素
描
イ
ギ
リ
ス
精
神
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
を
と
り
上
げ
る
の
は
、
自
生
的
に
達
成
さ
れ
た
資
本
主
義
に
お
い
て
初
め
て
、
最
高
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
を
立
ち
上
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
十
九
世
紀
自
由
主
義
文
化
で
あ
る
。
自
由
主
義
は
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
及
ん
で
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
中
核
と
な
り
推
進
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
自
生
的
に
産
業
革
命
を
な
し
遂
げ
た
唯ただ
一
ひ
と
つ
の
国
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
云
う
ま
で
も
な
い
が
啓
蒙
主
義
そ
の
も
の
は
ル
ネ
サ
ン
ス
に
発
足
し
、
渡
辺
一
夫
氏
の
熟
慮
の
末
の
言
葉
に
よ
る
な
ら
自
由
検
討
の
精
神
と
い
う
の
を
軸
に
す
え
て
お
り
、
従
っ
て
ユ
マ
ニ
ス
ム
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
と
云
う
の
は
、
博
愛
的
と
か
人
道
的
と
か
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
「
人
間
が
自
分
で
作
っ
た
も
の
、
現
に
自
分
の
使
っ
て
い
る
も
の
の
機
械
や
奴
隷
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
歪
ん
だ
も
の
を
恒
常
な
姿
に
戻
す
た
め
に
」
自
由
検
討
の
精
神
で
も
っ
て
根
本
の
精
神
を
た
ず
ね
続
け
る
こ
と
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
渡
辺
一
夫
『
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
々
』（
一
九
六
四
、
一
九
九
二
岩
波
文
庫
）
に
よ
っ
た
。
こ
の
文
庫
本
に
附
し
た
大
江
健
三
郎
「
解
説
」
に
よ
れ
ば
、「
当
時
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
は
確
か
に
そ
の
制
度
内
に
腐
敗
し
た
と
こ
ろ
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
れ
が
「
キ
リ
ス
ト
と
何
の
関
係
が
あ
る
の
か
？
」
と
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
と
コ
メ
ン
ト
し
て
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
一
〇
．
い
る
。（
前
掲
、
三
七
二
頁
）
エ
ラ
ス
ム
ス
は
ギ
リ
シ
ヤ
の
格
言
に
「
狂
人
は
々
真
実
を
語
る
」
と
あ
る
の
に
寄
せ
て
『
痴
愚
神
礼
讃
』（
一
五
一
一
、
渡
辺
一
夫
訳
、
岩
波
文
庫
一
九
五
四
）
を
書
き
、
い
た
ず
ら
心
に
面
白
く
、
し
か
し
プ
ラ
ト
ン
の
学
問
の
精
神
は
貫
く
形
で
自
由
検
討
を
な
し
お
お
せ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
プ
ラ
ト
ン
主
義
を
共
有
し
て
い
る
と
の
立
場
で
あ
る
。「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
極
め
て
重
大
な
冒
涜
に
は
平
気
な
く
せ
に
、
法
王
な
り
王
様
な
り
に
関
す
る
極
め
て
軽
い
冗
談
の
為
に
、
そ
の
「
御
厄
介
に
な
っ
て
食
っ
て
居
ら
れ
る
」
場
合
に
は
特
に
、
胸
ふ
さ
が
る
思
い
を
な
さ
る
お
方
々
を
見
る
に
つ
け
、
宗
教
ま
で
も
が
、
裏
返
し
に
さ
れ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
や
う
に
思
わ
れ
ま
す
。」
彼
は
自
己
を
た
え
ず
批
判
を
し
つ
つ
も
、
特
定
の
人
間
を
で
は
な
く
、
人
間
と
い
う
も
の
を
習
俗
と
く
に
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
悪
徳
を
批
判
す
る
と
い
う
立
場
を
明
言
し
て
い
る
。（
三
四
―
五
頁
）
さ
て
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
の
真
の
あ
り
か
た
と
ユ
マ
ニ
テ
（
人
間
味
）
す
な
わ
ち
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
同
じ
意
味
で
あ
っ
た
。「
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
と
何
の
関
係
が
あ
る
か
？
」
の
問
い
は
「
そ
れ
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
何
の
関
係
が
あ
る
か
？
」
の
問
い
と
同
じ
意
味
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
渡
辺
一
夫
『
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
々
』
岩
波
文
庫
、
三
五
六
―
七
頁
）
い
ま
リ
サ
・
ジ
ャ
ル
ダ
ン
編
『
エ
ラ
ス
ム
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
君
主
の
教
育
』（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
・
二
〇
〇
七
）
（
３
）
に
よ
っ
て
そ
の
含
む
意
味
を
、
つ
ま
り
な
ぜ
か
を
こ
こ
で
必
要
な
限
り
、
立
ち
入
っ
て
み
よ
う
。（
引
用
は
断
り
な
い
限
り
本
書
に
よ
る
。）
「
キ
リ
ス
ト
教
君
主
の
教
育
」
は
、
啓
蒙
さ
れ
た
支
配
者
に
あ
て
た
る
一
連
の
教
訓
や
警
句
の
形
で
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
「
〈
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
〉
（C
hristianity
）
と
は
、
実
質
的
な
中
味
か
ら
み
て
、
高
度
な
道
徳
的
に
進
ん
だ
態
度
と
法
の
支
配
〔
法
治
主
義
〕
の
問
題
で
あ
る
」（P.xi
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
政
治
の
バ
ッ
ク
・
ボ
ー
ン
と
し
て
有
徳
の
行
為
を
強
く
主
張
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
立
場
を
支
持
す
る
に
絶
え
ず
事
実
に
基
づ
く
論
法
を
と
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
エ
ラ
ス
ム
ス
の
立
場
は
、
生
涯
の
平
和
主
義
で
従
っ
て
戦
争
と
暴
力
を
忌
避
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
君
主
に
も
平
和
の
堅
持
と
最
後
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
さ
け
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。（P.xiii
）
そ
こ
か
ら
、
「
君
主
に
は
学
修
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
か
、「
君
主
に
あ
っ
て
も
、
特
別
に
哲
学
的
に
論
議
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。（P.xix
）
他
方
で
、
腐
敗
や
へ
つ
ら
い
を
も
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
（
人
間
性
に
）
か
か
わ
ら
ぬ
事
柄
と
伝
授
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
、「
君
主
は
も
し
真
の
君
主
で
あ
る
な
ら
、
彼
は
一
種
の
神
の
代
表
な
の
で
あ
る
。
神
は
本
性
上
善
で
あ
り
慈
善
に
と
ん
だ
方
な
の
だ
。
プ
ラ
ト
ン
は
、
何
人
も
神
が
悪
徳
（evil
）
の
元
だ
な
ど
と
云
う
の
を
許
さ
な
か
っ
た
」
と
も
語
っ
た
。（P.53
）
最
後
に
エ
ラ
ス
ム
ス
の
見
解
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
あ
る
。「
君
主
が
臣
民
に
権
威
を
行
使
す
る
こ
と
を
な
し
得
る
の
は
臣
民
の
同
意
が
あ
る
か
ら
だ
。
臣
民
の
同
意
が
な
く
て
は
、
君
主
は
大
い
な
る
人
間
（G
reat
m
an
）
と
な
り
え
よ
う
か
？
　
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
道
徳
的
に
善
を
認
識
し
追
求
で
き
る
よ
う
教
育
を
う
け
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
人
民
の
為
に
正
し
い
判
断
を
し
、
推
進
で
き
る
た
め
で
あ
る
」（P.vii-viii
）
と
し
て
い
る
。
臣
民
に
敵
意
を
示
す
な
ら
ば
敵
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
一
一
に
仕
返
し
は
で
き
な
い
（P.107
）
と
も
、
の
べ
て
い
る
。
人
民
あ
っ
て
は
じ
め
て
君
主
は
あ
る
、
と
の
趣
旨
で
あ
る
。
ユ
マ
ニ
ス
ト
の
第
一
人
者
、
王
者
（
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
言
）
デ
シ
デ
リ
ウ
ス
・
エ
ラ
ス
ム
ス
の
紹
介
は
終
る
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
続
く
宗
教
改
革
の
結
果
の
影
響
に
つ
い
て
、
後
考
の
た
め
付
言
し
た
い
。
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
次
の
よ
う
に
云
う
。
「
自
由
検
討
の
名
の
も
と
に
、
哲
学
の
分
野
並
び
に
信
仰
の
分
野
に
ま
で
、
民
衆
の
主
権
が
及
ん
だ
以
上
、
哲
学
体
系
と
同
じ
く
信
仰
箇
條
の
統
一
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
か
っ
た
。」
宗
教
改
革
と
は
分
解
の
酵
母
で
あ
り
、
歳
月
の
た
つ
に
伴
い
神
学
は
い
よ
い
よ
四
分
五
裂
し
教
派
の
数
は
増
加
し
た
。
民
衆
は
恐
怖
の
モ
ラ
ル
か
ら
自
由
の
モ
ラ
ル
へ
と
移
行
し
た
。
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
か
く
て
、
十
六
世
紀
・
そ
れ
は
偉
大
な
る
世
紀
と
唱
え
革
命
の
精
神
の
興
起
を
た
た
え
た
。（『
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
明
』
二
三
〇
―
一
頁
）
さ
て
こ
こ
で
、「
啓
蒙
の
時
代
」
と
い
う
一
つ
の
提
案
を
述
べ
て
み
た
い
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
、
啓
蒙
主
義
の
意
味
は
信
仰
上
の
神
と
理
性
と
を
ど
う
調
和
さ
せ
る
か
が
神
学
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ユ
マ
ニ
ス
ム
の
自
立
化
が
哲
学
、
文
芸
、
宗
教
を
し
て
民
衆
の
誘
導
の
立
場
か
ら
民
衆
主
体
へ
と
転
換
さ
せ
て
行
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
歴
史
上
啓
蒙
主
義
の
時
期
は
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
一
杯
と
い
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
「
下
か
ら
の
啓
蒙
」
と
特
徴
ず
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
つ
ま
り
ダ
ン
テ
か
ら
、
宗
教
改
革
、
科
学
革
命
を
へ
て
、
自
己
疎
外
を
回
復
し
た
個
人
主
体
の
主
権
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
（
独
立
し
た
個
人
）
の
連
帯
に
よ
る
革
命
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
を
な
し
遂
げ
た
。
そ
し
て
啓
蒙
主
義
の
時
期
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
「
下
か
ら
の
啓
蒙
主
義
」
で
あ
っ
て
、
主
権
意
識
あ
る
個
人
主
体
と
そ
の
連
帯
の
社
会
を
宗
教
的
姿
態
を
帯
び
つ
つ
培
養
し
た
。
啓
蒙
主
義
的
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
れ
ゆ
え
理
性
の
限
界
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
下
か
ら
規
定
さ
れ
る
も
の
ゆ
え
に
、
超
越
的
に
、
前
提
的
に
神
の
存
在
を
認
め
る
の
と
は
全
く
異
な
っ
て
く
る
。「
啓
蒙
」
を
上
か
ら
と
下
か
ら
に
区
別
し
た
の
は
、
右
の
交
代
過
程
が
あ
る
も
の
と
思
考
し
た
故
で
あ
る
。（
小
田
恒
『
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
』
講
談
社
、
一
九
九
五
を
参
考
と
し
た
。）
上
か
ら
の
啓
蒙
と
下
か
ら
の
啓
蒙
主
義
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
リ
（D
ante
A
ligheri,1265-1321
）
は
有
名
な
、
そ
し
て
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
と
並
び
称
さ
れ
る
文
芸
詩
の
傑
作
『
神
曲
』（D
ivina
C
om
m
edia
）
を
も
っ
て
、
恒
久
に
知
ら
れ
て
い
る
。
元
そ
れ
は
喜
劇C
om
m
edia
と
し
て
全
文
ラ
テ
ン
語
で
発
表
さ
れ
た
が
、
十
六
世
紀
に
、D
ivina
が
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。（
一
五
五
五
）
こ
こ
に
ダ
ン
テ
を
短
い
余
白
な
が
ら
敢
え
て
紹
介
す
る
の
は
、
近
代
人
の
主
体
形
成
と
道
徳
的
立
ち
上
げ
合
一
化
過
程
の
出
発
が
こ
こ
に
お
い
て
劃
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
近
代
社
会
と
そ
の
後
ま
で
も
教
導
す
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
ダ
ン
テ
は
ご
く
長
く
広
く
普
及
し
て
い
た
し
、
今
も
し
て
い
る
。
さ
て
Ｇ
・
ホ
ー
ム
ズ
『
ダ
ン
テ
』
（
４
）
訳
者
解
説
（
二
〇
七
頁
）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
一
二
ら
れ
て
い
る
。「
ダ
ン
テ
に
お
い
て
は
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
と
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
は
一
つ
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
裏
づ
け
と
な
っ
て
い
る
の
が
黙
示
思
想
で
あ
り
、
そ
の
純
粋
化
さ
れ
た
恩
恵
の
姿
に
よ
っ
て
教
会
の
刷
新
〔
つ
ま
り
純
化
〕
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。」
と
。
こ
の
と
こ
ろ
を
、『
英
語
の
ダ
ン
テ
』
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
（B
eatrice
）
と
は
有
名
な
ダ
ン
テ
の
恋
人
で
あ
り
神
の
化
身
で
あ
る
。
ま
た
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
は
い
わ
ば
ギ
リ
シ
ア
精
神
で
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
キ
ケ
ロ
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
き
て
ダ
ン
テ
に
及
ん
だ
。
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
再
現
●
●
こ
そ
ル
ネ
サ
ン
ス
の
語
源
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ブ
は
純
化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
慈
恵
（C
hristian
hum
ility
）
に
一
致
す
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
精
神
（C
hristianity
）
は
知
識
の
体
系
で
は
な
く
、
ま
こ
と
身
に
つ
け
、
営
ま
れ
る
技
巧
」（D
ante
in
E
nglish,P.lxxxi
）
（
４
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
モ
ラ
ル
●
●
●
で
あ
る
。
ダ
ン
テ
は
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
の
高
潔
な
人
物
化
の
と
り
な
し
●
●
●
●
（
神
の
支
え
）
に
よ
り
、
女
性
は
ギ
リ
シ
ャ
社
会
の
奴
隷
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
の
（
男
女
間
の
）
平
等
な
人
間
と
し
て
の
愛
を
結
実
す
る
。
こ
れ
を
普
遍
と
い
い
、
至
高
の
境
地
に
達
し
た
。「
あ
な
た
は
私
の
罪
を
氷
の
よ
う
に
溶
か
し
て
し
ま
わ
れ
た
。」（P.
cxiv
）
罪
と
は
、
人
間
は
社
会
の
お
か
げ
で
、
生
れ
、
育
ち
、
働
き
、
結
婚
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
お
蔭
●
●
げ
で
、
生
れ
、
自
ら
を
立
て
る
こ
と
を
さ
し
、
す
べ
て
の
宗
教
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
れ
に
責
を
負
わ
せ
る
。
原
罪
は
か
く
て
、
は
じ
め
の
腐
敗
、
背
徳
、
退
廃
か
ら
自
己
規
制
を
も
っ
て
宗
教
的
力
に
支
え
ら
れ
て
「
主
体
」
を
立
ち
上
る
。
つ
ま
り
個
人
が
主
権
を
内
在
す
る
。
こ
れ
を
啓
蒙
●
●
と
い
う
。
ダ
ン
テ
は
「
神
曲
」
に
お
い
て
、
地
獄
篇
、
煉
獄
篇
、
天
国
篇
（
訳
文
、
寿
岳
訳
）
と
巡
礼
し
て
自
覚
し
、
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
に
支
え
ら
れ
て
高
め
て
ゆ
き
、
普
遍
に
至
る
。
最
後
に
長
文
で
あ
る
が
解
説
の
終
り
の
と
こ
ろ
を
引
用
す
る
。
「
私
た
ち
が
地
獄
篇
で
出
会
う
す
べ
て
の
罪
は
ダ
ン
テ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
彼
が
夫
々
の
罪
人
に
語
っ
て
い
る
も
の
だ
。
彼
が
そ
れ
ら
の
罪
を
す
べ
て
犯
し
て
い
る
と
の
意
味
で
な
く
、
ま
た
す
べ
て
の
個
人
が
内
な
る
自
己
〔
主
権
〕
を
視
す
え
た
〔
自
己
認
識
し
た
〕、
と
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
人
間
的
連
帯
の
感
覚
を
身
に
つ
け
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
原
罪
」
‘originalsin’
の
理
論
〔
教
理
〕
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。（
別
言
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
「
種
的
存
在
」
の
概
念
で
示
さ
れ
て
い
る
。）
そ
の
お
か
げ
で
、
す
べ
て
の
人
間
は
誰
に
対
し
て
も
、
他よそ
人ひと
扱
い
は
し
な
い
。
そ
し
て
私
た
ち
が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
私
た
ち
も
〔
誰
を
も
〕
認
め
る
。」（P.
cxiii.
〔
〕
は
引
用
者
）
さ
て
Ｅ
・
グ
リ
ヒ
ス
と
Ｍ
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
編
『
英
語
の
ダ
ン
テ
』
（
４
）（
ペ
ン
ギ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
社
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
か
ら
引
用
し
英
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
一
三
第１表　ダンテからの引用詩人（英国）
引用者調べ
訳
し
た
、
詩
的
作
品
の
作
者
と
そ
の
引
用
部
位
を
、
年
代
順
に
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
表
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
十
四
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
（
現
在
ま
で
）
間
に
、
百
名
に
上
り
、
と
く
に
、
十
八
世
紀
以
降
多
く
な
っ
て
い
る
。（
う
ち
女
性
三
、
米
国
一
）
引
用
の
篇
は
地
獄
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
煉
獄
、
天
国
と
な
っ
て
い
た
。
チ
ョ
ー
サ
ー
か
ら
ミ
ル
ト
ン
や
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
ら
も
含
み
、
名
声
の
あ
る
詩
人
は
殆
ん
ど
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
農
夫
ピ
ア
ス
」
や
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ダ
ン
テ
か
ら
の
引
用
を
し
て
い
な
い
為
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
百
名
に
も
上
る
の
を
調
べ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
文
芸
の
中
心
は
詩
に
よ
る
劇
作
が
主
で
あ
り
、
書
簡
も
重
要
で
あ
っ
た
。
次
項
は
、「
上
か
ら
の
啓
蒙
」
の
具
体
例
に
、
チ
ョ
ー
サ
ー
『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』
を
主
に
と
り
あ
げ
、
そ
の
あ
と
、
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
そ
の
他
作
家
を
加
え
て
解
明
を
試
み
よ
う
。
初
期
文
芸
作
品
に
み
る
啓
蒙
ま
ず
、
チ
ョ
ー
サ
ー
『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』（
桝
井
迪
夫
訳
）
岩
波
文
庫
（
上
中
下
）（
一
九
九
五
、
二
〇
〇
三
）
を
と
り
上
げ
て
み
る
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
チ
ョ
ー
サ
ー
（G
eoffrey
C
haucer
1343
?
―1400
）
の
主
な
詩
的
劇
作
品
で
あ
る
『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』（T
he
C
anterbury
T
ales,1387
―1400
）
は
、
英
文
学
史
の
う
え
で
中
世
文
芸
作
品
の
傑
作
と
さ
れ
て
い
る
。
チ
ョ
ー
サ
ー
は
ロ
ン
ド
ン
生
れ
で
そ
こ
で
育
ち
、
宮
廷
人
な
い
し
公
務
員
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
邦
訳
の
訳
者
桝
井
迪
夫
氏
に
よ
る
人
物
紹
介
（
上
巻
）
と
「
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
」
に
つ
い
て
（
下
巻
）
の
詳
細
で
行
き
届
い
た
紹
介
文
は
、
大
変
わ
か
り
易
く
、
ま
た
文
学
的
内
容
の
分
析
的
な
説
明
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
依
り
な
が
ら
、
啓
蒙
的
役
割
を
も
担
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
み
た
い
と
思
う
。
桝
井
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
物
語
り
は
「
微
妙
な
ヒ
ュ
ー
マ
ー
や
軽
い
諷
刺
」
を
交
え
な
が
ら
も
「
経
験
（
実
験
の
意
味
で
あ
る
）
に
よ
る
証
明
」
に
立
ち
「
楽
し
み
と
教
訓
」
と
を
も
つ
も
の
に
な
っ
て
い
る
、
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。（
前
掲
、
下
巻
、
三
〇
一
頁
以
下
、
と
く
に
、
三
一
七
―
三
二
五
頁
）
こ
こ
で
、
さ
ら
に
、
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
、
Ｍ
・
レ
イ
ノ
ウ
ル
ズ
編
『
英
語
の
ダ
ン
テ
』
二
〇
〇
五
（
前
掲
）
一
頁
か
ら
チ
ョ
ー
サ
ー
の
英
文
学
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
引
用
し
た
い
。「
ダ
ン
テ
か
ら
チ
ョ
ー
サ
ー
に
よ
る
翻
訳
は
詩
の
最
も
早
い
英
訳
の
な
か
に
入
る
。
…
…
神
曲
の
最
も
古
い
〔
部
分
〕
写
本
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ヂ
ェ
ノ
ア
（G
enoa
）（
一
三
三
六
年
）
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
た
ま
た
ま
チ
ョ
ー
サ
ー
が
宮
廷
の
用
事
で
ヂ
ェ
ノ
ア
を
訪
ね
た
の
が
、
一
三
七
二
―
三
年
で
あ
っ
た
。
彼
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ
も
訪
ね
た
が
、
ダ
ン
テ
は
そ
の
頃
崇
敬
を
え
て
イ
タ
リ
ア
に
一
三
七
八
年
戻
っ
て
い
た
。
チ
ョ
ー
サ
ー
は
明
ら
か
に
、
「
神
曲
」
全
部
を
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
幻
想
的
範
囲
と
哲
学
的
深
さ
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
文
体
や
詩
作
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
。
…
…
Ｊ
・
Ａ
・
Ｗ
ベ
ニ
ッ
ト
（B
ennett
）
は
正
当
に
も
、「
英
語
の
詩
作
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
詩
の
主
流
に
加
わ
っ
た
の
は
、
チ
ョ
ー
サ
ー
の
神
曲
の
読
み
の
お
蔭
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
読
み
は
ミ
ル
ト
ン
に
至
る
ま
で
、
比
肩
す
る
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。」
と
。
チ
ョ
ー
サ
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
一
四
ー
の
著
書
に
ダ
ン
テ
か
ら
の
引
用
は
、
こ
の
『
英
語
の
ダ
ン
テ
』
に
よ
る
と
、
七
ヶ
所
か
ら
な
さ
れ
、
そ
れ
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』
よ
り
は
三
ヵ
所
が
中
世
英
語
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。
注
に
現
代
英
語
が
補
わ
れ
て
い
る
。
さ
て
、『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』
は
、
あ
る
年
の
春
四
月
、
ロ
ン
ド
ン
の
旅
篭
屋
に
出
会
っ
た
二
九
人
の
巡
礼
者
た
ち
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
へ
巡
礼
す
る
道
中
に
、
一
人
ず
つ
話
し
同
行
者
が
聴
き
手
と
な
る
、
そ
の
い
わ
ば
説
話
集
の
形
で
ま
と
め
た
本
で
あ
る
。
現
在
は
二
十
四
の
語
り
が
含
ま
れ
て
い
る
。
巡
礼
者
は
当
時
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
階
級
を
代
表
す
る
人
々
が
選
ば
れ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
当
時
の
社
会
の
縮
図
と
な
っ
て
い
る
。
巡
礼
と
い
う
形
で
仲
間
意
識
の
あ
る
一
つ
の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
と
看
な
さ
れ
て
い
る
。（
訳
書
（
下
）
解
説
に
よ
る
）
語
り
手
の
な
か
に
修
道
僧
と
、
女
性
二
名
が
含
ま
れ
、
詩
人
（
チ
ョ
ー
サ
ー
）
も
語
り
手
に
二
回
現
れ
、
宗
教
色
あ
る
話
題
を
語
る
。
巡
礼
と
い
う
こ
と
が
た
だ
の
観
光
旅
行
で
は
な
い
以
上
当
然
と
い
え
る
。
一
番
終
り
の
「
教
区
司
祭
の
話
」
に
は
、
巡
礼
の
順
に
罪
か
ら
自
覚
そ
し
て
回
復
へ
と
い
っ
た
順
で
は
な
い
が
、
七
つ
の
大
罪
に
ふ
れ
、
そ
れ
か
ら
の
救
済
に
ふ
れ
た
語
り
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
一
つ
注
意
さ
れ
る
の
は
聖
書
解
釈
的
に
追
求
さ
れ
た
の
で
な
く
て
芸
術
的
で
あ
り
且
つ
人
間
的
な
あ
り
方
に
力
点
が
あ
る
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
チ
ョ
ー
サ
ー
の
主
題
は
愛
と
く
に
男
女
の
愛
こ
と
に
結
婚
に
お
い
て
い
る
。
そ
の
場
合
邦
訳
者
桝
井
迪
夫
氏
の
説
明
に
副
う
の
を
私
は
え
ら
ぶ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
宮
廷
愛
〔
権
威
主
義
的
愛
〕
は
否
定
さ
れ
、
人
間
的
な
愛
は
「
肉
体
的
性
愛
で
結
婚
を
前
提
と
し
な
い
。」「
キ
リ
ス
ト
教
の
モ
ラ
ル
か
ら
い
え
ば
不
法
で
あ
る
。」
し
か
し
チ
ョ
ー
サ
ー
は
「
経
験
の
上
に
立
つ
男
女
の
結
婚
の
世
界
に
満
足
を
見
出
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
の
べ
ら
れ
る
。（
前
掲
（
下
）
巻
三
一
八
―
二
〇
頁
）
こ
こ
は
勿
論
論
議
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
の
「
愛
は
す
べ
て
を
征
服
す
」（
邦
訳
（
上
）
二
二
頁
）
と
い
う
の
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
だ
と
し
て
も
、
行
き
す
ぎ
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
（
神
の
化
身
）
の
愛
に
よ
る
ダ
ン
テ
の
得
心
と
、
恋
愛
と
は
宗
教
の
支
援
に
よ
る
平
等
の
人
権
の
実
現
の
上
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
と
云
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
指
導
の
人
間
的
主
体
の
実
現
で
な
く
て
、
人
間
的
あ
り
様
の
上
に
愛
は
な
り
立
つ
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
そ
れ
が
宗
教
的
支
援
が
あ
る
限
り
で
女
性
優
位
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
日
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
同
時
代
の
ラ
ン
グ
ラ
ン
ド
『
農
夫
ピ
ア
ス
』
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
至
る
（
愛
が
成
立
す
る
）
の
は
宗
教
指
導
性
の
も
と
で
あ
る
と
理
念
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
個
人
主
体
の
自
立
的
達
成
の
挙
例
に
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
項
の
終
り
と
し
て
、
巡
行
の
語
り
の
一
例
に
「
バ
ー
ス
の
女
房
の
話
」
を
と
り
上
げ
て
お
こ
う
。
こ
の
女
房
は
機
織
の
熟
練
し
た
明
る
く
活
発
で
、
恋
の
手
練
手
管
に
か
け
て
も
心
得
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
旅
行
の
経
験
あ
る
方
で
し
た
。
こ
の
人
は
五
度
も
結
婚
を
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
話
し
の
中
に
出
て
く
る
訳
で
す
。
そ
の
五
度
目
の
夫
婦
の
生
活
は
、
様
々
な
い
き
さ
つ
の
あ
げ
く
愛
で
結
ば
れ
た
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
長
生
き
を
祈
り
、「
妻
の
指
図
」
を
う
け
る
と
い
う
、
女
性
上
位
を
み
と
め
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
一
五
て
い
る
。
以
上
が
啓
蒙
的
視
点
か
ら
の
語
り
の
概
要
で
あ
る
。
最
後
の
語
り
で
も
終
り
に
は
女
性
優
位
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
ダ
ン
テ
の
場
合
と
同
じ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
こ
で
一
つ
、
の
ち
の
た
め
付
記
す
る
と
、
啓
蒙
の
ね
ら
い
は
自
主
自
律
の
主
体
つ
ま
り
人
権
を
も
つ
主
体
づ
く
り
で
あ
る
が
、
男
女
平
等
の
個
人
主
権
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
ゆ
く
か
は
、
や
は
り
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
と
思
う
。
と
く
に
愛
に
よ
る
性
交
以
外
の
女
性
の
性
交
は
人
権
の
否
定
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
文
芸
作
品
に
み
ら
れ
る
啓
蒙
的
要
素
詩
聖
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
啓
蒙
的
側
面
ラ
ム
姉
弟
作
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
語
」（
安
藤
貞
雄
訳
）
岩
波
文
庫
（
上
下
）
の
解
説
に
安
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
書
き
始
め
て
い
る
。「
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（
一
五
六
四
―
一
六
一
六
）
の
こ
と
を
「
千
万
の
心
を
も
て
る
わ
れ
ら
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。〔
人
間
の
諸
々
の
営
み
〕
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
描
写
し
て
い
な
い
も
の
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
今
日
は
さ
ら
に
進
ん
で
、「
こ
れ
が
英
国
」
と
い
え
ば
、
ま
ず
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
想
い
浮
か
べ
る
盛
況
で
し
ょ
う
。
現
に
、
〇
八
・
九
・
二
七
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｔ
Ｖ
の
報
ず
る
と
こ
ろ
で
は
、
立
川
市
に
お
い
て
、
青
年
た
ち
が
、
東
京
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
主
催
で
、「
お
気
に
召
す
ま
ま
に
」
と
も
う
一
つ
、
上
演
さ
れ
る
と
伝
え
て
い
る
。
日
本
に
は
す
で
に
定
着
し
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
と
研
究
の
伝
統
が
先
学
・
俳
優
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
五
年
九
月
一
六
日
朝
日
新
聞
に
、
河
合
祥
一
郎
氏
（
東
京
大
学
助
教
授
・
当
時
）
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
四
〇
作
目
の
作
品
「
サ
ー
・
ト
マ
ス
・
モ
ア
」
が
英
国
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
団
（
Ｒ
Ｓ
Ｃ
）
に
よ
り
ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ポ
ン
・
エ
イ
ヴ
ォ
ン
の
ス
ワ
ン
劇
場
で
上
演
中
（
公
演
名
は
「
ト
マ
ス
・
モ
ア
」）
で
、
こ
れ
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
す
べ
て
の
作
品
（
四
〇
作
目
）
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
三
七
作
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
二
〇
世
紀
末
に
三
つ
の
「
新
作
」
が
発
見
さ
れ
加
っ
た
も
の
で
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
「
ト
マ
ス
・
モ
ア
」
で
あ
っ
た
。
モ
ア
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
の
著
者
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
親
友
で
あ
る
。
歴
史
家
や
社
会
科
学
研
究
者
に
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
モ
ア
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
は
、
何
と
も
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
時
期
が
十
六
世
紀
後
半
と
い
え
ば
、
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
下
、
イ
ギ
リ
ス
が
近
代
へ
す
べ
り
出
し
た
ス
タ
ー
ト
の
と
き
で
あ
る
。
し
か
し
簡
単
に
い
え
ば
、
中
野
好
夫
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、「
イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
め
ざ
ま
し
い
開
花
期
で
あ
っ
た
。」
経
済
的
政
治
的
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
無
敵
艦
隊
を
下
し
て
飛
躍
の
と
き
、
ま
た
宗
教
改
革
と
重
な
っ
て
、
旧
教
、
新
教
の
ざ
わ
め
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。
（
中
野
好
夫
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
面
白
さ
』
新
潮
選
書
、
一
九
六
七
・
平
成
十
三
年
版
八
九
―
九
〇
頁
）
（
７
）
さ
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
を
種
類
別
に
区
分
す
る
と
、
喜
劇
、
悲
劇
そ
し
て
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
一
六
ロ
マ
ン
ス
に
な
る
。
ロ
マ
ン
ス
と
は
喜
劇
の
う
ち
著
し
く
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
特
質
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
筋
の
こ
と
で
、
は
じ
め
不
幸
だ
っ
た
主
役
が
最
後
に
幸
福
に
な
れ
ば
喜
劇
、
は
じ
め
幸
福
だ
っ
た
主
役
が
不
幸
に
な
っ
て
、
死
ん
だ
り
す
れ
ば
悲
劇
と
な
る
。
こ
れ
は
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
が
喜
劇
で
あ
る
の
も
こ
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
。（『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
語
』（
上
）
の
訳
者
解
説
、
三
三
九
頁
に
よ
る
。）
で
す
け
れ
ど
、
こ
の
筋
に
加
え
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ル
ネ
サ
ン
ス
精
神
（
モ
ア
と
の
係
り
も
ふ
く
め
）
を
加
味
す
れ
ば
力
点
は
ど
う
な
る
か
？
実
際
私
が
ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
で
参
観
し
た
と
き
、
俳
優
は
黒
一
色
の
衣
装
で
背
景
も
な
い
、
唯
々
耳
で
き
く
だ
け
な
の
に
一
驚
し
た
経
験
が
あ
る
。
そ
こ
で
訴
え
て
い
る
の
は
ラ
ロ
ッ
ク
（
石
井
美
樹
子
監
修
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
世
界
』
創
元
社
二
〇
〇
四
年
原
文
一
九
九
一
）
に
よ
れ
ば
「
そ
れ
は
苛
酷
な
ま
で
の
深
く
鋭
い
人
間
洞
察
」（
序
文
）
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
全
く
、
ダ
ン
テ
や
チ
ョ
ー
サ
ー
と
同
じ
視
点
に
し
ぼ
ら
れ
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
が
こ
こ
で
の
問
い
で
あ
る
。
で
は
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』（
野
島
秀
勝
訳
岩
波
文
庫
二
〇
〇
二
年
、
原
文
一
六
〇
〇
―
一
年
）
（
８
）
を
み
よ
う
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
最
高
傑
作
と
さ
れ
代
表
的
「
悲
劇
」
作
品
で
あ
る
。「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
は
、
王
子
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
亡
父
つ
ま
り
先
王
の
悲
劇
の
復
し
ゅ
う
を
果
そ
う
と
す
る
筋
が
主
な
流
れ
と
な
る
。
だ
が
も
う
一
つ
の
柱
に
は
、
王
子
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
と
の
恋
愛
関
係
が
あ
る
。
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
は
王
子
が
狂
乱
に
な
り
果
て
愛
を
裏
切
っ
た
と
思
い
、「
ま
こ
と
の
愛
」（true
love
）
ゆ
え
の
こ
と
か
ら
し
て
自
ら
死
に
至
る
。（
岩
波
文
庫
　
二
三
二
頁
）
と
こ
ろ
が
王
子
は
、
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
に
た
い
す
る
愛
は
「
た
と
え
幾
千
万
の
兄
が
あ
り
そ
の
愛
情
す
べ
て
を
寄
せ
集
め
」
て
も
「
お
れ
一
人
の
こ
の
愛
」
に
は
お
よ
ぶ
ま
い
と
云
い
放
っ
て
、「
ま
こ
と
の
愛
人
」（true
love
）（
前
掲
、
二
八
七
頁
）
を
、
説
い
て
い
る
。
や
が
て
自
ら
の
死
も
そ
の
つ
ぐ
な
い
で
あ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
い
う
「
ま
こ
と
の
愛
」
と
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
か
？
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
有
名
な
セ
リ
フ
「
生
き
る
か
、
死
ぬ
か
、
そ
れ
が
問
題
だ
」（
前
掲
、
文
庫
一
四
二
頁
）
（
９
）
に
は
、
後
者
の
愛
（
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
の
愛
）
の
問
題
を
も
、
含
ん
で
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
て
み
た
い
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
筋●
を
こ
え
た
課
題
意
識
を
直
載
に
観
る
最
善
の
途
は
、
彼
の
詩
（
ソ
ネ
ッ
ト
）
に
よ
る
べ
き
か
と
思
う
。『
対
訳
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
詩
集
』（
柴
田
稔
彦
編
）
岩
波
文
庫
二
〇
〇
四
年
に
は
ソ
ネ
ッ
ト
集
は
じ
め
重
要
な
詩
が
含
ま
れ
て
い
る
。
編
者
は
解
説
（
二
八
七
頁
以
下
）
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
（
及
び
英
文
学
に
お
い
て
詩
の
も
つ
意
義
）
に
ふ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
詩
集
は
全
編
が
愛
と
く
に
男
女
の
愛
の
こ
と
で
一
杯
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
諸
相
と
本
質
が
深
く
え
ぐ
ら
れ
全
面
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
相
思
い
合
う
二
人
の
愛
は
互
い
に
一
番
大
事
で
心
を
煩
わ
す
唯
一
人
な
の
で
、「
ぼ
く
自
身
や
ぼ
く
の
中
に
あ
る
一
切
が
あ
な
た
の
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
。「
ぼ
く
が
あ
な
た
の
虜
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」
な
の
だ
。（
一
二
七
頁
）
愛
し
合
う
合
一
の
状
態
を
形
容
さ
れ
る
。（
二
四
頁
）
け
れ
ど
も
欲
望
（
地
獄
）
は
強
く
理
性
は
弱
い
の
で
制
御
で
き
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
一
七
な
い
。
卑
劣
、
犯
罪
、
退
廃
、
放
埒
が
は
び
こ
る
の
が
常
と
な
る
。『
ル
ー
ク
リ
ー
ス
凌
辱
』
の
中
で
、
妻
ル
ー
ク
リ
ー
ス
は
あ
る
と
き
、
夫
の
留
守
に
そ
の
友
に
凌
辱
を
う
け
る
の
で
あ
る
。
妻
は
こ
れ
を
恥
ぢ
、
報
復
を
依
頼
し
て
自
害
す
る
。
ル
ー
ク
リ
ー
ス
は
な
ぜ
自
害
し
た
か
？
解
説
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
「
昔
か
ら
問
題
」
に
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
一
つ
は
名
誉
観
が
自
分
の
恥
辱
に
加
わ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
ま
た
、
罪
の
意
識
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。（
二
四
三
頁
）
以
下
私
の
感
想
を
の
べ
る
が
、
そ
の
前
に
、
二
つ
の
参
考
を
記
し
て
お
く
。
一
つ
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
こ
こ
で
「
だ
が
夫
人
〔
ル
ー
ク
リ
ー
ス
〕
は
命
よ
り
大
切
●
●
●
●
●
な
も
の
を
失
っ
た
」（
二
一
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
末
娘
は
、
夫
が
か
く
れ
恋
人
を
も
っ
た
と
き
、
離
婚
し
、
自
殺
し
た
事
実
を
想
起
し
た
い
。
男
女
の
相
愛
は
互
い
に
合
一
を
な
す
。
互
い
に
相
手
を
持
ち
●
●
合
う
。
そ
れ
は
肉
体
に
限
ら
ず
人
格
す
な
わ
ち
人
権
で
あ
り
、
主
権
と
し
て
の
人
間
的
実
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
類
史
上
は
じ
め
て
個
人
主
体
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
い
て
誕
生
し
た
。
そ
れ
に
女
性
に
と
り
性
（
セ
ッ
ク
ス
）
は
人
格
で
あ
る
。
愛
な
き
セ
ッ
ク
ス
は
人
間
＝
人
格
・
人
権
の
否
定
ゆ
え
、
性
の
凌
辱
（
商
品
化
を
含
む
）
は
命
よ
り
大
切
●
●
●
●
●
な
も
の
を
略
奪
・
殺
害
す
る
事
と
な
る
。
ダ
ン
テ
・
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
の
愛
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
の
愛
と
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る（10
）
。
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
運
動
と
し
て
の
啓
蒙
主
義
十
八
世
紀
啓
蒙
主
義
は
啓
蒙
的
作
用
を
保
持
し
な
が
ら
も
極
め
て
多
彩
に
、
ま
た
急
激
な
転
換
的
分
立
を
遂
げ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
の
知
覚
的
突
出
は
こ
こ
二
、
三
〇
年
の
人
文
・
社
会
科
学
の
格
段
の
発
達
の
成
果
と
い
え
る
。
だ
が
そ
こ
に
入
る
前
に
、
十
六
世
紀
と
十
八
世
紀
の
間
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
つ
い
て
觸
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
啓
蒙
作
用
に
ど
ん
な
影
響
が
加
わ
っ
た
か
、
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
故
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
革
命
は
多
面
的
な
側
面
を
も
ち
多
様
な
影
響
を
、
政
治
、
社
会
、
文
化
と
生
活
に
及
ぼ
し
た
が
、
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
国
家
と
個
人
の
側
面
を
と
り
あ
げ
る
。ミ
ル
ト
ン
に
つ
い
て
の
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
、
ス
キ
ナ
ー
教
授
の
研
究
に
よ
る
と
、
議
会
側
（
と
り
わ
け
平
等
派
に
よ
る
「
人
民
協
定
」
初
案
）
は
、
ミ
ル
ト
ン
の
見
解
に
よ
る
と
「
自
由
共
和
国
」
が
一
つ
の
柱
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ト
ー
マ
ス
・
モ
ア
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（
一
五
一
六
年
）
以
来
の
も
の
で
、
そ
の
趣
旨
は
「
市
民
的
統
治
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
」
に
お
い
て
、
人
民
の
団
体
が
「
彼
ら
自
身
の
手
の
内
に
正
義
」
を
も
つ
こ
と
を
可
能
に
し
、
そ
の
結
果
「
か
り
に
よ
く
統
治
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
彼
ら
自
身
以
外
だ
れ
も
非
難
の
対
象
と
す
る
も
の
は
な
い
」
の
で
す
と
説
く
。
ま
た
こ
う
も
述
べ
る
。「
す
べ
て
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
は
一
般
的
に
、
…
…
も
し
も
そ
の
社
会
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
の
い
く
つ
か
を
、
…
…
持
つ
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
一
八
…
…
結
果
と
し
て
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
も
、
自
由
と
も
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。」
「
自
由
な
政
府
は
、
な
ん
ら
か
の
優
越
す
る
権
力
に
よ
っ
て
命
令
さ
れ
、
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
が
当
然
と
な
っ
た
瞬
間
、
そ
の
本
質
を
失
う
」
と
位
置
づ
け
て
い
る（11
）
。自由
な
共
和
国
を
発
想
し
支
持
し
創
出
す
る
主
体
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
自
由
な
個
人
・
近
代
的
主
体
性
で
あ
っ
た
。
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
教
授
は
「
ミ
ル
ト
ン
と
自
由
」
と
い
う
卓
越
し
た
論
文
に
お
い
て
、「
自
由
な
個
人
と
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
か
？
」
に
こ
た
え
て
縦
横
に
論
じ
て
い
る（12
）
。
そ
の
な
か
か
ら
、
一
部
を
引
い
て
参
考
と
し
た
い
。
ミ
ル
ト
ン
の
以
下
に
示
す
見
解
に
つ
い
て
ス
キ
ナ
ー
教
授
は
付
言
し
、「
ミ
ル
ト
ン
の
個
人
的
自
由
に
関
す
る
見
解
（vision
）
は
、
我
々
の
権
利
の
行
使
に
当
っ
て
少
し
も
妨
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
理
論
根
源
（plea
）
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
の
も
、
驚
く
に
当
ら
な
い
。」
と
し
、
最
近
は
英
国
首
相
ゴ
ル
デ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
大
学
で
、「
自
由
に
つ
い
て
」
の
題
で
講
演
し
た
と
き
、
ミ
ル
ト
ン
の
見
解
を
ロ
ッ
ク
の
見
解
と
と
も
に
紹
介
し
た
事
実
を
紹
介
し
て
い
る
。
ミ
ル
ト
ン
は
個
人
の
自
由
全
体
は
二
つ
の
要
素
よ
り
な
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
云
う
。
一
つ
は
市
民
的
自
由
で
あ
り
、
他
は
精
神
的
自
由
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
は
、
自
分
の
望
む
よ
う
に
選
択
し
行
動
で
き
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
強
制
的
に
行
動
を
妨
げ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
、
意
志
に
反
し
た
行
動
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
。
で
は
自
由
人
で
あ
る
こ
と
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
か
？
こ
の
問
い
に
次
の
よ
う
に
ミ
ル
ト
ン
は
答
え
て
い
る
。
そ
れ
は
本
質
的
●
●
●
に
〔
自
ら
が
〕
自
分
自
身
の
主
人
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
あ
な
た
が
あ
な
た
自
身
の
主
人
に
な
る
に
は
、
二
つ
の
こ
と
が
満
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
自
己
自
身
〔
の
欲
求
や
感
情
〕
を
支
配
す
る
（m
astering
）
こ
と
に
成
功
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
い
つ
も
理
性
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
自
分
の
感
情
や
行
動
を
統
制
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
あ
な
た
が
、
自
ら
に
勝
手
に
振
舞
う
こ
と
を
許
す
な
ら
ば
、
盲
目
的
感
情
の
赴
く
ま
ま
と
な
り
、
そ
の
行
動
は
自
由
の
表
現
で
は
な
く
、
た
ん
な
る
放
蕩
に
陥
る
。
そ
れ
は
自
由
の
表
現
と
は
全
く
異
な
る
。
自
己
統
制
を
達
す
る
に
は
、
全
面
的
な
礼
節
を
備
え
た
行
動
が
決
定
的
要
因
で
あ
る
。
自
由
人
に
な
る
も
う
一
つ
の
必
須
条
件
は
、
他
人
か
ら
支
配
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
他
人
か
ら
奴
隷
化
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
自
治
的
共
和
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
自
由
人
と
し
て
生
活
す
る
希
望
が
保
た
れ
よ
う
。
そ
こ
で
は
自
ら
の
積
極
的
同
意
に
よ
っ
て
で
き
た
法
律
に
よ
っ
て
の
み
支
配
（rule
）
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
自
由
人
で
あ
る
立
場
を
失
う
の
は
、
恣
意
的
権
力
（arbitary
pow
er
）
に
従
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
わ
れ
わ
れ
は
臣
従
と
服
従
に
お
と
し
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
対
す
る
自
由
人
か
ら
成
る
も
の
こ
そ
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
〔
自
由
共
和
国
〕
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
自
己
の
自
立
的
意
志
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
一
九
（autonom
ous
w
ill
）
に
よ
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
の
み
が
自
由
人
と
な
る
の
で
あ
る
。
十
八
世
紀
啓
蒙
主
義
の
多
様
化
と
運
動
化
グ
レ
ゴ
リ
・
ク
レ
イ
ズ
（G
regory
C
laeys
）
の
画
期
的
貢
献
Ｇ
・
ク
レ
イ
ズ
教
授
の
『
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
主
義
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
論
』（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
、
二
〇
〇
三
）
（
13
）
は
、
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
主
義
の
網
羅
的
探
査
の
上
に
立
っ
て
特
徴
付
け
を
行
っ
た
画
期
的
貢
献
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
潮
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
潮
と
反
ユ
ー
ト
ピ
ア
論
を
合
わ
せ
る
と
、
七
五
篇
の
多
き
を
数
え
る
。（
第
２
表
を
み
よ
）
世
紀
末
に
や
や
集
中
が
あ
る
が
、
年
次
的
に
ほ
ぼ
平
均
的
に
分
布
し
て
い
た
。
今
回
こ
の
よ
う
な
尨
大
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
関
係
文
献
を
調
査
し
紹
介
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
し
か
し
今
日
に
至
る
ま
で
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
、
ス
ウ
イ
フ
ト
の
ガ
リ
バ
ー
の
旅
行
記
の
二
篇
を
除
い
て
は
殆
ん
ど
と
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
、
二
、
三
〇
年
間
に
急
激
に
研
究
は
累
積
さ
れ
た
し
、
そ
れ
が
紹
介
し
て
あ
る
。（lbid.,
bibliographical
note,
pp.
xxxiii-xxxv.
を
み
よ
）
け
れ
ど
も
な
ぜ
長
期
に
わ
た
っ
て
無
視
さ
れ
続
け
た
の
か
？
問
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
て
内
容
に
入
る
前
に
、
紹
介
な
し
に
な
る
け
れ
ど
も
、
代
表
的
文
献
七
篇
の
原
文
を
掲
載
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
と
書
名
と
を
掲
げ
て
お
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
し
い
紹
介
は
省
略
し
た
。
1.
〔
〕TheIsland
ofC
ontent
（1709
）
2.
〔
〕A
D
escription
ofN
ew
A
thens
in
T
erra
A
ustralia
Incognita
（1709
）
3.D
avid
H
um
e,‘Idea
ofa
P
erfectC
om
m
on-w
ealth’
（1752
）
4.
〔J
am
es
B
urgh
〕,A
n
A
ccount
of
the
F
irstS
ettlem
ent,L
aw
,F
orm
of
G
overnm
ent,and
P
olice,oftheC
esares,A
P
eople
ofS
outh
A
m
erica
（1764
）
5.
〔T
hom
as
N
orthm
ore
〕,
M
em
oirs
ofP
lanetes,
or
a
S
ketch
of
the
L
aw
s
and
M
anners
ofM
akars
（1795
）
6.
W
illiam
H
odgson,T
heC
om
m
onw
ealth
ofR
eason
（1795
）
7.
〔
〕,B
ruce’sV
oyage
to
N
aples
（1802
）
注
　
〔
〕
は
無
署
名
、〔
…
〕
は
確
認
、
３
の
ヒ
ー
ム
は
岩
波
文
庫
「
市
民
の
国
に
つ
い
て
」（
上
）
小
松
茂
夫
訳
に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
二
、
一
九
八
二
改
版
。
右
の
七
冊
（
論
文
を
ふ
く
む
）
は
、「
ど
こ
に
も
な
い
所
」（N
ow
here
）
を
あ
げ
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
二
〇
第２表　18世紀英ユートピア論
稿年次分布
引用者作成
て
い
る
が
、
も
し
く
は
、
ガ
リ
バ
ー
の
よ
う
に
「
小
人
国
」
と
か
船
旅
で
偶
然
つ
い
た
と
こ
ろ
な
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
マ
カ
ル
（
５
）
は
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
の
隣
国
、
（
４
）
の
ケ
サ
レ
ス
も
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
近
所
、（
２
）
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
知
ら
れ
て
い
な
い
処
」（T
erra
Incognita
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
共
通
し
た
特
色
と
し
て
、
「
知
ら
れ
て
い
な
い
処
」
を
え
ら
ん
で
い
る
。
何
故
そ
う
す
る
の
か
と
い
う
に
、
経
済
、
政
治
、
道
徳
へ
人
間
関
係
し
、
と
り
わ
け
結
婚
・
家
庭
・
女
性
の
あ
り
方
な
ど
が
、
今
や
自
由
個
人
、
個
人
的
主
体
性
（
主
権
者
）
の
実
際
の
立
ち
上
げ
の
上
で
、
そ
れ
と
調
和
し
た
新
し
い
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
合
理
性
が
追
求
さ
れ
た
。
し
か
し
障
り
の
あ
る
●
●
●
●
●
論
述
は
さ
け
て
い
る
し
、
匿
名
に
し
た
り
し
た
。
現
に
（
６
）
の
著
者
は
不
敬
の
廉かど
で
投
獄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
て
こ
す
り
●
●
●
●
●
（
ま
た
は
風
刺
）（Satire
）
の
話
法
を
用
い
て
、
人
間
の
腐
敗
（
自
己
抑
制
の
無
能
）
や
社
会
・
政
治
な
ど
の
欠
陥
や
無
能
を
改
良
し
、
ま
た
、
よ
り
理
想
的
●
●
●
●
●
（
完
全
な
）
状
態
を
討
議
し
、
論
述
し
た
り
し
た
。
し
た
が
っ
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
論
に
は
歴
史
的
連
鎖
と
発
展
を
ふ
く
む
の
で
あ
る
が
、
大
よ
そ
三
つ
の
分
野
に
及
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
（G
.C
laetys,op.cit.,P.vii
）
一
つ
は
啓
蒙
主
義
の
発
展
、
二
つ
目
は
理
想
社
会
な
い
し
一
層
勝
れ
た
社
会
の
模
索
、
三
つ
目
に
は
共
和
制
度
の
モ
デ
ル
の
探
求
で
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
腐
敗
（C
orruption
）
と
云
う
言
葉
が
内
容
的
に
さ
ま
ざ
ま
に
拡
が
っ
て
き
た
。
し
か
し
他
方
で
そ
の
根
元
が
性
的
退
廃
・
売
春
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
貨
幣
や
営
利
な
ど
は
忌
避
さ
れ
て
い
た
の
が
緩
み
、
さ
ら
に
貧
困
が
腐
敗
の
原
因
と
さ
れ
て
平
等
が
強
く
要
求
さ
れ
て
き
た
。
他
方
、
自
由
個
人
は
自
立
自
助
の
立
場
か
ら
独
立
が
目
標
と
さ
れ
た
。
英
語
のC
orruption
とIndependence
が
対
で
目
標
と
な
っ
た
。
二
つ
目
の
方
は
、
市
民
的
社
会
つ
ま
り
文
明
化
（C
ivilized
）
社
会
が
自
治
的
あ
り
方
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
役
場
の
職
員
（C
ivil
servant
）
は
市
民
に
よ
る
交
代
が
目
ざ
さ
れ
て
き
た
。
三
つ
目
は
憲
政
や
共
和
政
治
の
あ
り
方
が
政
治
制
度
の
モ
デ
ル
と
し
て
探
求
さ
れ
て
福
祉
社
会
的
側
面
が
加
味
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
一
つ
の
問
題
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
論
が
現
実
的
具
体
的
扱
い
が
多
く
な
る
に
つ
け
、
反
ユ
ー
ト
ピ
ア
論
議
が
大
変
多
く
な
り
、
ま
た
よ
り
良
き
社
会
な
い
し
勝すぐ
れ
た
社
会
〔
現
代
よ
り
先
の
社
会
〕
の
論
議
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
範
疇
外
と
な
り
易
く
、
ま
た
モ
デ
ル
的
共
和
主
義
も
同
じ
傾
向
を
示
し
た
。
そ
こ
で
反
ユ
ー
ト
ピ
ア
論
が
合
わ
せ
て
五
〇
篇
を
数
え
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
啓
蒙
主
義
か
ら
反
ユ
ー
ト
ピ
ア
や
そ
の
他
社
会
科
学
〔
と
く
に
道
徳
哲
学
〕
が
分
立
し
て
行
く
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
次
に
の
べ
よ
う
。
啓
蒙
主
義
の
急
激
な
突
出
と
性
格
転
換
十
八
世
紀
啓
蒙
主
義
の
突
発
的
興
起
と
そ
の
同
時
的
変
質
と
を
示
唆
し
た
の
は
、
多
分
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
呼
応
し
た
の
は
英
米
を
は
じ
め
と
し
た
欧
米
の
研
究
者
で
あ
っ
た（14
）
。
従
来
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
主
義
と
把
握
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
課
題
は
拡
大
し
て
把
握
さ
れ
る
の
が
適
当
で
あ
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
二
一
（
７
）
・
・
つ
い
ろ
う
と
思
う
。
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
啓
蒙
思
想
を
土
台
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
主
義
の
成
果
を
問
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る（15
）
。
そ
し
て
、
そ
の
動
態
の
な
か
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
衝
動
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
主
義
飛
躍
の
バ
ネ
は
何
で
あ
っ
た
か
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
主
義
知
識
人
グ
ル
ー
プ
の
急
速
な
興
隆
の
担
い
手
は
、
主
な
人
を
あ
げ
る
と
、
デ
ビ
ッ
ト
・
フ
ュ
ー
ム
（
一
七
一
一
―
七
六
）、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
一
七
二
三
―
九
〇
）
お
よ
び
ア
ダ
ム
・
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
（
一
七
二
三
―
一
八
一
六
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
背
景
と
し
て
二
つ
の
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
一
つ
は
知
的
伝
統
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
ミ
ル
ト
ン
（
一
六
〇
八
―
九
四
）、
ロ
ッ
ク
（
一
六
三
一
七
〇
四
）、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
（
一
六
七
〇
―
一
七
三
三
）
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ス
ン
（
一
六
九
四
―
一
七
四
九
）
ら
が
あ
り
、
海
外
に
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
、
ル
ソ
ー
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
な
ど
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。
も
う
一
つ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
治
的
立
場
の
変
更
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
王
室
も
議
会
も
あ
っ
た
が
、
一
六
〇
三
年
王
室
の
合
邦
、
一
七
〇
七
年
に
議
会
の
合
邦
（U
nion
of
parliam
ents
）
が
あ
っ
た
。
と
く
に
一
七
〇
七
年
合
邦
に
よ
っ
て
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
帝
国
（U
nited
K
ingdom
of
G
reat
B
ritain
）
が
成
立
し
た
と
さ
れ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
長
い
間
の
独
立
し
た
存
在
を
失
っ
た
が
、
他
方
、
米
国
と
の
通
商
貿
易
は
急
激
に
増
加
し
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
先
端
を
担
っ
て
発
達
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
環
境
に
あ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
高
地
地
方
の
い
わ
ば
遅
れ
た
地
帯
の
あ
り
方
と
低
地
地
方
の
知
的
に
進
み
合
邦
の
恩
恵
を
う
け
な
が
ら
、
と
も
に
緊
張
し
た
精
神
的
対
抗
感
情
を
テ
コ
に
し
て
、
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
市
民
と
し
て
の
立
場
つ
ま
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
を
知
識
人
と
し
て
の
成
果
に
よ
っ
て
高
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
筋
道
を
一
身
に
辿
っ
た
流
れ
を
、
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
と
か
れ
の
主
著
『
市
民
社
会
史
論
』（
一
七
六
七
）
の
名
著
発
行
ま
で
の
辿
っ
た
な
か
に
、
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
今
、
フ
ァ
ニ
ア
・
オ
ズ
ザ
ル
ツ
ベ
ル
ガ
ー
大
学
教
師
の
解
説
を
た
よ
り
に
、
一
部
分
な
が
ら
肝
要
な
と
こ
ろ
を
紹
介
し
た
い（15
）
。
ア
ダ
ム
・
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
は
一
七
二
三
年
に
生
れ
た
。
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
低
地
地
方
と
高
地
地
方
と
の
境
界
に
あ
る
、
パ
ー
ス
シ
ェ
ア
の
ロ
ジ
ラ
イ
ト
村
で
あ
っ
た
。
父
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
派
修
道
士
で
あ
り
、
母
は
ア
ル
ギ
ル
伯
の
遠
縁
に
当
る
人
で
あ
っ
た
。
青
年
期
に
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
と
神
学
に
な
じ
ん
だ
。
多
く
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
主
義
知
識
人
と
同
じ
く
、
彼
の
思
想
は
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
教
養
と
古
典
学
に
よ
っ
て
育
っ
た
。
し
か
も
特
別
の
啓
蒙
主
義
思
想
家
に
立
ち
上
げ
た
も
の
は
、
高
地
地
方
の
ゲ
ー
ル
語
会
話
協
会
と
の
交
り
と
、
低
地
地
方
の
閥
族
の
新
し
い
グ
ル
ー
プ
、
洗
練
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
化
し
た
低
地
地
方
人
と
の
出
会
い
が
役
立
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
は
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
リ
ウ
ス
大
学
を
へ
て
エ
デ
ン
バ
ラ
大
学
へ
進
ん
だ
。
そ
こ
で
彼
は
青
年
神
学
学
生
サ
ー
ク
ル
に
加
わ
っ
た
が
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
数
々
の
す
ぐ
れ
た
専
門
職
で
高
名
な
人
々
を
生
ん
だ
。
彼
ら
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
主
義
の
エ
デ
ン
バ
ラ
中
核
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
の
経
路
を
大
き
く
区
分
す
る
と
、
第
一
は
、
一
七
四
五
年
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
反
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
二
二
乱
と
そ
の
失
敗
後
の
う
ご
き
。
第
二
に
、
一
七
四
六
―
五
四
年
間
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
市
民
義
勇
軍
（Scotish
m
ilitia
）
の
兵
士
と
し
て
加
わ
り
、
ま
た
政
治
的
意
味
を
も
つ
牧
師
（Preacher
）
と
し
て
つ
と
め
た
。
こ
の
経
歴
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
他
の
知
識
人
、
と
く
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
や
ス
ミ
ス
と
は
異
な
っ
た
経
験
で
あ
り
経
歴
だ
っ
た
。
第
三
に
は
、
ヒ
ー
ム
の
支
持
を
え
て
、
エ
デ
ン
バ
ラ
大
学
の
道
徳
哲
学
教
授
と
な
り
、
学
究
生
活
に
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
前
掲
の
著
書
を
あ
げ
た
。こ
の
な
か
で
特
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
る
の
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
的
反
乱
の
影
響
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
主
義
に
ど
う
い
う
現
れ
か
た
●
●
●
●
を
し
た
か
で
あ
ろ
う
。
オ
ズ
ザ
ル
ツ
ベ
ル
ガ
ー
氏
の
解
説
も
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
コ
バ
ン
反
乱
が
あ
る
種
の
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
王
朝
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
出
て
い
る
こ
と
、
ま
た
長
い
歴
史
を
も
も
っ
て
い
て
地
域
文
化
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
一
七
〇
七
年
合
邦
後
、
ブ
リ
テ
ン
島
自
体
、
産
業
貿
易
の
急
速
な
発
展
が
お
こ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
そ
の
な
か
に
と
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
技
術
工
芸
の
発
達
や
工
場
・
経
営
が
増
加
し
、
反
面
、
社
会
面
で
の
社
会
的
地
位
の
変
化
、
と
く
に
貧
困
と
没
落
が
お
こ
っ
て
来
た
。
と
く
に
道
徳
的
規
準
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
主
義
知
識
人
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
反
抗
に
よ
っ
て
、
支
持
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
知
的
発
展
の
テ
コ
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
つ
く
こ
と
に
激
し
く
刺
激
さ
れ
向
っ
た
。
と
く
に
ア
ダ
ム
・
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
は
高
地
地
方
の
文
化
的
進
歩
の
積
極
的
努
力
に
加
わ
っ
て
き
た
の
で
、「
市
民
的
徳
行
」
の
あ
り
方
に
も
力
強
い
あ
り
方
が
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
啓
蒙
主
義
知
識
人
の
知
的
開
発
に
お
け
る
視
点
は
、
地
域
課
題
に
局
限
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
、
普
遍
的
な
学
問
的
進
歩
に
視
点
を
高
く
向
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
人
類
社
会
の
発
展
モ
デ
ル
を
探
す
あ
り
方
は
、
一
つ
に
は
「
進
歩
」
の
概
念
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
変
化
」
な
い
し
「
転
換
」
の
視
点
の
導
入
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
呪
術
か
ら
の
解
放
と
合
理
主
義
と
は
す
で
に
用
意
さ
れ
て
い
た
が
固
定
化
さ
れ
た
途
は
退
け
ら
れ
て
い
た
。「
進
歩
」
に
つ
い
て
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
（「
法
の
精
神
」（
一
七
四
八
）「
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
」（
一
七
二
一
））
に
よ
っ
て
政
治
的
自
由
の
諸
類
型
の
紹
介
と
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
の
ヒ
ュ
ー
ム
、
ス
ミ
ス
そ
し
て
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
の
う
け
た
影
響
の
ち
が
い
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
は
高
地
地
方
の
近
代
化
に
重
く
係
っ
た
だ
け
、
他
の
二
人
と
の
違
い
は
明
瞭
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
も
一
つ
は
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
『
蜂
の
寓
話
』（
一
七
一
四
）
で
あ
っ
た
。
私
的
個
人
の
利
益
追
求
が
、
な
ぜ
●
●
公
的
富
の
蓄
積
へ
と
転
換
さ
れ
公
共
圏
の
安
楽
と
自
由
の
増
加
に
な
る
の
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
個
人
利
益
追
求
の
成
果
が
性
格
を
転
換
す
る
微
妙
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
。
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
の
「
腐
敗
」
の
概
念
も
再
考
さ
れ
、
真
の
道
徳
的
危
険
は
富
（
貨
幣
）
で
は
な
く
政
治
的
怠
慢
と
さ
れ
、
奢
移
や
富
裕
さ
え
道
徳
的
低
落
に
導
く
と
は
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
市
民
的
価
値
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
二
三
は
彼
に
よ
っ
て
新
し
い
エ
ー
ト
ス
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
た
。
彼
は
社
会
を
市
民
化
（
文
明
化
）
す
る
説
明
に
当
っ
て
、
ル
ソ
ー
の
財
産
化
●
●
●
と
は
異
な
っ
て
、「
通
商
的
連
帯
と
公
共
的
徳
」
に
お
い
た
。
彼
に
と
っ
て
市
民
社
会
と
は
「
政
体
」
そ
の
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
意
味
以
上
に
「
歴
史
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
は
ち
が
い
、
市
民
社
会
の
中
に
国
家
が
ふ
く
ま
れ
て
い
て
、
両
者
を
区
別
す
る
ド
イ
ツ
学
派
と
決
定
的
に
ち
が
っ
て
い
た
。
以
上
の
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
主
義
知
識
人
は
、
道
徳
哲
学
と
い
う
新
し
い
学
問
を
社
会
科
学
と
し
て
立
ち
上
げ
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
主
義
に
同
一
化
し
、
ア
ダ
ム
・
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
の
場
合
は
、「
市
民
社
会
史
論
」
に
お
い
て
社
会
学
の
創
立
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
社
会
科
学
の
一
分
野
の
自
立
で
あ
る
。
同
じ
く
ヒ
ー
ム
は
啓
蒙
主
義
の
指
導
的
先
達
と
し
て
近
代
哲
学
の
分
野
の
設
立
、
さ
ら
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
場
合
は
、「
道
徳
感
情
論
」（
一
七
五
九
）
と
「
国
富
論
」（
一
七
七
六
）
と
い
う
不
朽
の
著
作
を
仕
上
げ
、
経
済
学
を
確
立
さ
せ
た（16
）
。
か
く
て
、
学
問
は
宗
教
と
政
治
と
か
ら
分
離
さ
れ
て
、
自
立
し
た
知
識
分
野
と
な
っ
た
。
ベ
ン
ザ
ム
・
「
統
治
論
断
片
」
に
お
け
る
啓
蒙
主
義
の
揚
棄
ジ
ェ
リ
ミ
・
ベ
ン
ザ
ム
は
一
七
四
八
年
ロ
ン
ド
ン
に
生
れ
た
。
父
は
成
功
し
た
弁
護
士
で
彼
も
ま
た
早
く
か
ら
法
律
研
究
に
た
ず
さ
れ
る
べ
く
生
長
し
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
進
学
し
た
（
一
七
六
〇
）。
間
も
な
く
リ
ン
カ
ン
法
院
に
入
り
、
法
廷
に
も
出
、
ま
た
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
講
義
に
列
席
し
た
。
ベ
ッ
カ
リ
ア
や
ヘ
ル
ベ
テ
ィ
ス
の
文
献
を
も
読
ん
で
お
り
、
一
七
七
六
年
『
統
治
論
断
片
』
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
本
の
校
正
本
が
一
九
九
七
年
バ
ー
ン
ス
教
授
と
ハ
ー
ト
教
授
の
編
集
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
の
を
機
に
、
ロ
ス
・
ハ
リ
ス
ン
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
哲
学
講
師
）
に
よ
る
斬
新
な
解
釈
が
提
示
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
部
分
の
み
に
止
る
が
、
紹
介
し
て
み
た
い（17
）
。
本
邦
の
研
究
の
恩
恵
あ
っ
て
は
じ
め
て
ゆ
る
さ
れ
た
こ
と
は
、
云
う
ま
で
も
な
い（18
）
。
ロ
ス
・
ハ
リ
ス
ン
も
過
去
の
研
究
に
立
っ
て
、
大
坦
に
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
編
集
者
も
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ベ
ン
サ
ム
は
こ
の
『
統
治
論
断
片
』
の
序
文
（Preface
）
に
「
わ
れ
わ
れ
の
住
ん
で
い
る
時
代
は
い
そ
が
し
い
時
代
で
あ
る
。
知
識
は
急
速
に
完
成
に
向
っ
て
進
ん
で
い
る
。
自
然
世
界
で
は
と
り
わ
け
、
す
べ
て
発
見
と
改
良
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。」（
三
頁
）
と
あ
る
。
た
し
か
に
産
業
革
命
、
ア
メ
リ
カ
革
命
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
集
中
し
、
勢
い
に
み
ち
た
と
き
で
あ
っ
た
。
ロ
ス
・
ハ
リ
ス
ン
は
ま
た
、
ベ
ン
サ
ム
の
そ
の
原
稿
に
「
人
々
は
ま
ず
、
法
の
分
野
に
お
い
て
、
権
威
者
と
先
輩
の
知
識
の
束
縛
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
招
か
れ
た
、
こ
れ
が
最
初
の
出
版
物
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ
る
の
を
と
り
あ
げ
、「
そ
れ
は
若
い
人
の
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
新
鮮
な
本
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ア
イ
デ
ア
そ
し
て
希
望
に
み
ち
て
新
鮮
な
の
だ
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
が
解
説
の
冒
頭
の
文
章
で
あ
る
。
新
し
い
学
問
の
立
ち
上
げ
に
は
、
新
し
い
社
会
の
芽
の
立
ち
上
げ
に
等
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
こ
と
に
感
銘
し
た
い
。
さ
て
「
断
片
」
は
統
治
論
で
あ
る
が
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
批
判
の
形
を
と
っ
て
い
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
二
四
る
が
、
そ
の
実
体
は
自
ら
の
発
想
に
よ
る
自
立
的
本
で
あ
っ
た
。「〔
彼
〕
の
思
想
の
主
な
目
的
は
独
立
し
た
合
理
的
原
則
〔
独
立
し
た
批
判
基
準
〕
に
よ
っ
て
法
と
統
治
の
説
明
を
構
築
す
る
こ
と
」（
Xiii
）
と
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
多
少
ズ
レ
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
読
者
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
読
み
易
い
、
出
来
の
良
い
作
品
と
な
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
意
図
の
深
く
独
自
的
思
想
を
も
り
込
む
の
に
、
引
用
●
●
（footnotes
）
を
本
文
に
お
と
ら
ず
に
用
い
て
編
み
込
ん
で
い
る
。
ベ
ン
サ
ム
は
そ
の
と
き
「
自
ら
の
身
代
り
の
思
想
」（his
ow
n
substantive
thought
）
と
し
て
用
い
た
の
が
功
利
主
義
原
則
で
あ
っ
た
。「
ベ
ン
サ
ム
は
啓
蒙
主
義
と
し
て
知
ら
れ
た
十
八
世
紀
運
動
の
一
部
」
（
xix
）
と
な
り
、
悪
（evil
）
を
量
的
に
相
対
化
し
「
根
底
か
ら
転
覆
す
る
感
情
」（a
profound
subversive
sentim
ent
）
と
な
っ
た
。「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
は
善
悪
の
尺
度
」
は
功
利
原
理
な
い
し
功
利
主
義
と
も
呼
ば
れ
、
本
文
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヒ
ー
ム
か
ら
数
々
引
用
さ
れ
、
彼
に
負
う
こ
と
を
も
述
べ
て
い
る
。
（
一
一
六
頁
）
本
稿
で
は
法
学
の
部
分
は
省
い
て
、
功
利
原
理
に
し
ぼ
っ
て
紹
介
し
た
い
。
一
一
般
に
批
判
の
基
準
は
理
性
で
あ
る
が
、
理
性
と
は
功
利
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
功
利
と
い
う
語
は
ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
る
が
、
彼
に
よ
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
徳
の
基
礎
は
功
利
に
あ
る
。
た
だ
ベ
ン
サ
ム
は
功
利
、
幸
福
、
快たの
し
さ
、
大
い
な
る
幸
福
（felicity
）
等
は
交
互
に
用
い
て
い
た
。
つ
ま
り
功
利
（
幸
福
）
は
〔
活
動
の
〕
目
的
で
あ
っ
て
、
正
し
い
行
動
の
指
標
と
な
る
。
功
利
の
原
則
は
基
本
公
理
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
善
悪
は
〔
こ
こ
で
は
質
的
判
断
で
な
く
量
的
評
価
で
あ
り
〕
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
と
い
う
尺
度
で
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
の
語
句
は
す
べ
て
ヒ
ュ
ー
ム
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
ベ
ン
サ
ム
の
「
発
明
」
で
は
全
く
な
い
。
彼
の
ア
イ
デ
ア
を
も
り
込
ま
れ
た
学
問
的
用
具
（
概
念
）
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。
二
国
家
は
功
利
を
高
め
、
苦
痛
を
な
く
す
こ
と
で
あ
る
が
、
最
大
多
数
の
立
場
か
ら
み
て
判
断
さ
れ
よ
う
。
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
罰ばつ
は
つ
ね
に
悪
（evil
）
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
。
殺
人
、
強
姦
、
盗
み
な
ど
は
苦
痛
を
齊
ら
す
。
だ
が
悪
が
一
部
に
お
こ
っ
て
小
数
が
罰
せ
ら
れ
る
心
配
か
ら
、
社
会
一
般
の
人
々
に
そ
れ
を
さ
せ
な
い
よ
う
な
自
制
へ
の
転
換
が
お
こ
る
な
ら
、
悪
は
ま
た
「
正
当
」
へ
転
換
（conversion
）
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
「
処
罰
に
関
す
る
功
利
主
義
理
論
は
制
止
理
論
な
の
で
あ
る
」。
制
止
す
る
（
や
め
さ
せ
る
、
す
く
な
く
す
る
）
の
は
負
の
影
響
を
対
象
と
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
訳
で
、
人
が
罰
せ
ら
れ
る
の
は
将
来
に
よ
い
影
響
を
期
待
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
国
家
に
服
従
す
る
の
も
国
家
が
最
大
多
数
に
幸
福
を
齊
す
か
ら
で
あ
り
、
資
本
主
義
と
自
由
を
支
持
す
る
の
も
最
大
多
数
の
人
々
に
幸
福
を
齊
す
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
国
家
は
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
に
至
る
こ
と
を
な
す
、
基
礎
的
公
理
に
あ
る
よ
う
な
、
な
す
べ
き
こ
と
を
な
し
得
る
「
自
己
関
心
の
高
い
人
民
」
を
つ
く
る
こ
と
に
使
命
が
あ
る
」
と
、
付
記
し
て
い
る
。
三
ベ
ン
サ
ム
の
功
利
論
の
一
部
分
の
概
要
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
私
の
受
け
と
り
で
あ
る
が
、
社
会
科
学
の
諸
分
野
諸
理
論
の
中
で
、
国
家
、
宗
教
、
財
産
お
よ
び
資
本
主
義
の
四
要
素
の
拘
束
を
受
け
な
い
理
論
は
ベ
ン
サ
ム
の
理
論
が
た
だ
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
い
え
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
高
校
用
経
済
史
の
教
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
二
五
．
．．
・
・
・
・
・
科
書
で
は（19
）
、
社
会
政
策
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
弊
害
に
対
し
て
で
あ
る
。
ロ
ス
・
ハ
リ
ス
ン
は
結
び
に
お
い
て
「
哲
学
者
は
十
八
世
紀
社
会
を
換
え
よ
う
と
す
る
と
き
王
政
に
訴
え
た
が
、
十
九
世
紀
に
は
、
人
民
に
、
民
主
主
義
に
訴
え
た
。
こ
れ
は
、
ベ
ン
サ
ム
の
原
理
を
、
よ
く
わ
き
ま
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」
（
20
）
と
記
し
た
。
二
一
世
紀
に
は
、
利
潤
第
一
主
義
に
く
つ
わ
を
ハ
メ
て
、
最
大
多
数
を
優
位
に
し
た
施
策
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
の
ぞ
み
た
い
。
近
代
の
出
発
と
と
も
に
啓
蒙
に
は
道
徳
を
そ
な
え
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
自
己
規
制
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
立
っ
て
人
権
と
民
主
主
義
が
築
か
れ
た
。
よ
り
よ
き
社
会
へ
の
道
は
、
ま
ず
道
徳
と
人
権
を
備
え
た
個
人
主
体
性
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
長
い
歴
史
が
必
要
だ
っ
た
。
次
項
は
今
日
の
課
題
と
し
て
そ
の
こ
と
を
扱
い
た
い
。（
二
〇
〇
九
年
九
月
九
日
）
注（1）
サ
ワ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
は
二
〇
〇
八
年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
不
況
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。「
ユ
ニ
セ
フ
」
や
国
境
な
き
医
師
団
の
活
動
が
貴
重
で
あ
る
と
と
も
に
情
報
を
提
供
し
て
呉
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
が
近
く
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
の
開
催
地
と
な
り
ガ
ー
ナ
な
ど
協
力
し
成
功
を
祈
っ
て
い
る
が
、
南
ア
の
マ
ン
デ
ラ
後
の
状
況
は
容
易
で
な
い
。
英
語
の
著
書
、
論
文
、
新
聞
が
集
中
す
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
南
ア
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ラ
ゴ
ス
市
の
、
両
方
と
も
貧
困
層
、
と
い
う
よ
り
仕
事
と
雇
用
の
な
い
ス
ラ
ム
の
現
況
を
紹
介
し
た
。「
ガ
ー
デ
ア
ン
」
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
た
。
こ
こ
で
は
利
用
し
た
も
の
の
ほ
か
の
参
考
も
の
せ
た
。
著
者
（
レ
ポ
ー
ト
の
）
名
を
太
字
に
し
た
の
が
、
本
稿
で
依
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
宮
本
正
興
・
松
田
素
二
『
新
書
ア
フ
リ
カ
史
』
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
七
峯
陽
一
『
南
ア
フ
リ
カ
―
「
虹
の
国
」
へ
の
歩
み
―
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
六
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
（
東
江
一
紀
訳
）『
自
由
へ
の
長
い
道
』（
上
下
）
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
六
Joe
Slovo,
Joe
Slovo;
The
U
nfinished
A
uto
bio
graphy,
L
ondon
H
odder
and
Stoughton,1995
R
.W
.Johnson,F
alse
Start
in
Sauth
A
frica,N
L
R
,58
（July/A
ug
2009
）Patrick
B
ond,
In
P
ow
er
In
P
retoria?-
R
eply
to
R
.W
.Johnson-,
N
L
R
,58
（July/A
ug2009
）
・C
hris
M
c
G
real,The
R
ainbow
N
ation
broughtlow
,G
W
,09.5.15.
D
avid
Sm
ith,Zinbaw
e
back
from
the
brink
but
recovery
rem
ainds
F
ragil.G
W
,
09.6.12.p.3
・Jam
es
m
eek,Sleeping
w
ith
one
eye
open.G
W
,09.6.12.p.25-27
B
runo
Philip,H
igh
stakes
border
gam
es.G
W
,09.6.12.p.28
kan
R
ice,G
overm
enthas
done
w
ellfor
itselfbutthe
poor
eat‘air
burgers.’
G
W
,
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
二
六
09.7.3.p.9
T
racy
M
c
V
eigh/John
D
om
okos,Land
ofduetand
despair.G
W
,09.7.3.p.25-27
・karin
B
rulliard,U
nem
playm
entunderm
ines
South
A
frica.G
W
,09.7.24.p.18
・D
avid
S
m
ith/A
lex
D
,Sm
ith,
P
rotests
and
Strikes
end
Zum
a’s
‘honeym
oon.’
G
W
,09.7.31
D
avid
B
eresford,m
onum
entto
South
A
frica’s
dead
revives
apartheitanim
osities,
G
W
,09.8.14.p.9
X
an
R
ice,N
igeria
offers
am
nesty
and
C
ash
to
D
elta
oilm
ilitants.G
W
,
09.8.14.
p.12
M
ike
D
avis,P
lanetofSlum
s,U
K
.V
erso
2006
こ
こ
の
「
真
似
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
の
は
、「
先
進
国
は
先
進
国
、
私
は
私
」
の
態
度
で
、
シ
ャ
イ
で
な
い
（T
hey
are
shying
aw
ay
）
を
訳
し
た
も
の
。
こ
の
言
葉
を
二
度
用
い
て
い
る
。
後
文
に
、
中
国
女
工
が
「
シ
ャ
イ
な
態
度
は
と
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
の
と
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（2）
L
eslie
T
.
C
hang,
F
actory
G
irls-V
oices
from
The
H
eart
df
m
odern
C
hina,
picadororspiageland
G
rou
2008,420pp.
な
お
邦
訳
は
左
の
通
り
。
チ
ャ
ン
（
栗
原
泉
訳
）『
現
代
中
国
女
工
哀
史
』
白
水
社
、
二
〇
一
〇
年
参
考
と
し
た
文
献
は
次
の
通
り
。
厳
家
祺
、
高
棋
・
辻
康
吾
（
監
訳
・
共
訳
一
〇
名
）、『
文
化
大
革
命
十
年
史
』（
上
中
下
）、
岩
波
現
代
文
庫
、
一
九
九
六
、
二
〇
〇
二
年
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ヤ
ン
（
加
藤
千
洋
・
加
藤
優
子
訳
）『
小
平
政
治
的
伝
記
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
八
大
橋
英
夫
『
現
代
中
国
経
済
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
小
島
麗
逸
『
現
代
中
国
の
経
済
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
七
陳
桂
棣
、
春
桃
（
納
村
公
子
、
椙
田
雅
子
訳
）『
中
国
農
民
調
査
』
文
芸
春
秋
、
二
〇
〇
五
（3）
L
isa
Jardine
tr,
and
ed.,
E
rasm
us.
T
he
E
ducation
of
a
C
hristian
P
rince,
C
am
bridge
U
niversity
press,1997.2007.
な
お
、‘E
ducation’
の
訳
は
、N
.M
,C
heshire
and
M
.J.H
eath
で
、‘Panegyric’
の
訳
は
、L
.Jardine
で
、Introduction
はL
isa
Jardine
で
あ
る
。
な
お
、
エ
ラ
ス
ム
ス
『
平
和
の
訴
え
』（
箕
輪
三
郎
、
二
宮
敬
解
説
）
岩
波
文
庫
一
九
六
一
が
あ
る
。（
原
文
一
五
一
七
年
）
こ
の
文
庫
本
に
、
二
宮
敬
氏
に
よ
る
エ
ラ
ス
ム
ス
の
著
作
活
動
の
三
期
に
分
け
た
見
事
な
解
説
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
「
キ
リ
ス
ト
教
君
主
教
育
」
の
位
置
づ
け
が
あ
る
。
そ
の
中
で
「
キ
リ
ス
ト
の
前
に
お
い
て
万
人
が
自
由
で
あ
り
平
等
で
あ
る
と
い
う
原
則
に
た
つ
て
、
君
主
と
民
衆
の
間
に
本
質
的
差
別
を
認
め
て
い
な
い
。」
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
哲
学
・
文
学
に
よ
る
理
性
的
判
断
力
〔
批
判
的
吟
味
〕、
宗
教
に
よ
る
固
い
信
仰
と
内
面
的
道
徳
規
制
、
そ
れ
に
絶
対
平
和
〔
暴
力
・
テ
ロ
の
絶
対
拒
否
〕
は
、
現
在
の
国
際
的
な
生
活
原
理
と
な
っ
て
及
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
。（
前
掲
、
一
五
五
頁
に
よ
る
）
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
二
七
（１－１）
ダ
ン
テ
「
神
曲
」
の
次
の
解
説
を
参
照
し
た
。
E
rick
G
riffiths
and
M
atthew
R
eynolds
ed.,D
ante
in
E
nglish,U
K
:Penguin
B
ooks,
2005.
Ｇ
・
ホ
ー
ム
ズ
（
高
柳
俊
一
、
光
用
行
江
訳
）「
ダ
ン
テ
」
教
文
舘
、
一
九
九
五
本
書
はO
xford
のPastM
asters
series
の
一
冊
、
一
九
八
〇
マ
リ
ー
ナ
・
マ
リ
エ
ッ
テ
ィ
（
藤
谷
道
夫
訳
）、「
ダ
ン
テ
」
白
水
社
、
一
九
九
八
、
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
、
一
九
九
五
Ｒ
・
Ｗ
・
Ｂ
・
ル
イ
ス
（
三
好
み
ゆ
き
訳
）「
ダ
ン
テ
」
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
（5）
W
illiam
L
angland:P
iers
the
P
loughm
an,tr,and
w
ith
an
Introdution
by
J.F.
G
oodridge,E
ngland:Pengin
B
ooks,1959,revised
1966
ラ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
詳
細
な
経
歴
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
四
世
紀
牧
師
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
三
三
二
年
生
れ
、
世
期
の
終
り
ま
で
生
存
し
た
。
生
ま
れ
た
の
は
シ
ュ
ロ
ッ
プ
シ
ヤ
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
父
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
シ
ア
に
土
地
を
も
っ
て
い
た
。〔
多
分
農
業
を
経
営
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。〕
彼
は
多
分
大
き
な
修
道
院
で
教
育
を
う
け
、
そ
こ
で
祭
司
に
な
る
普
通
の
神
学
的
訓
練
を
う
け
た
。
し
か
し
保
護
者
の
死
亡
の
た
め
下
級
に
止
り
、
教
会
の
牧
師
に
昇
進
は
で
き
ず
、
不
運
な
牧
師
は
牧
師
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
屈
し
た
と
さ
れ
た
。
彼
は
神
学
に
「
浸
透
（subm
erged
）」
し
並
々
な
ら
な
い
私
的
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
と
し
て
、
彼
は
い
た
る
と
こ
ろ
を
歩
き
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
と
交
り
、
と
く
に
ロ
ン
ド
ン
を
知
り
詩
作
を
深
め
、
そ
こ
で
妻
子
と
家
族
生
活
を
し
た
。
当
時
英
国
は
ペ
ス
ト
で
人
口
上
大
き
な
打
撃
を
う
け
（
一
三
四
八
―
九
、
一
三
六
一
―
二
、
一
三
六
九
、
一
三
七
五
―
六
）、
欧
州
で
三
分
の
一
減
少
と
さ
れ
た
が
、
英
国
の
最
近
の
研
究
に
は
四
七
％
減
と
さ
れ
、
ま
た
大
農
民
一
揆
（
一
三
八
一
年
）
が
ワ
ッ
ト
・
タ
イ
ラ
ー
に
率
い
ら
れ
、
マ
ナ
ー
、
僧
院
、
ロ
ン
ド
ン
を
お
そ
う
と
い
う
大
事
件
が
お
こ
っ
た
。「
農
夫
ピ
ア
ス
」
が
、
一
方
で
は
、
自
ら
は
神
の
奉
仕
者
（m
inistry
）
と
し
て
、
他
方
で
は
、
荘
園
や
農
民
の
崩
壊
を
ど
う
み
て
い
た
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
の
「
農
夫
ピ
ア
ス
」
は
二
部
三
〇
章
か
ら
成
る
。
一
部
「
農
夫
ピ
ア
ス
の
夢
（V
ision
）
一
―
七
」
二
部
「
善
行
、
よ
り
善
い
行
い
、
最
高
の
善
行
の
夢
（
八
―
二
〇
）」
と
あ
る
。
彼
の
詩
は
擬
人
法
で
、
韻
は
頭
主
に
用
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
は
未
来
の
あ
り
方
の
思
考
を
さ
し
、
そ
の
た
め
の
発
想
を
イ
メ
ー
ジ
ナ
リim
aginary
と
い
う
。
の
ち
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
。「
啓
蒙
」
に
は
主
体
●
●
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
ふ
く
む
の
で
あ
る
。
イ
マ
ジ
ン
は
想
像
に
止
ま
ら
な
い
。
二
部
は
順
次
、
七
つ
の
罪
（Sin
）
を
こ
え
て
ゆ
く
の
に
当
た
る
。
し
か
し
「
貧
困
」
が
そ
の
温
床
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
し
か
し
一
五
世
一
杯
広
く
読
ま
れ
て
い
た
が
一
六
世
紀
中
頃
か
ら
は
大
変
読
ま
れ
な
く
な
り
、「
む
ず
か
し
く
、
わ
か
り
に
く
い
」
と
さ
れ
「
そ
の
時
代
の
誤
っ
た
内
容
」
と
さ
え
云
わ
れ
、
一
九
世
紀
ま
で
版
が
な
い
と
い
う
。
だ
が
そ
の
後
、
文
学
作
品
と
し
て
の
再
評
価
が
高
ま
り
英
国
の
代
表
的
作
品
並
み
に
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
研
究
者
の
評
価
は
い
ま
一
つ
で
あ
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
一
巻
第
一
号
二
八
（4）
り
、
編
者
（
一
九
二
七
―
六
五
）
が
編
集
に
従
事
し
た
と
き
も
「
驚
い
た
こ
と
に
協
力
は
殆
ど
な
く
、
テ
キ
ス
ト
の
現
行
版
は
全
く
な
か
っ
た
。」（
一
〇
―
一
二
頁
）
と
い
う
。
な
ぜ
か
に
つ
い
て
は
今
な
お
明
瞭
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
一
応
は
「
ウ
ィ
ク
リ
フ
」
の
使
途
と
み
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
宗
教
が
主
目
標
で
個
人
主
体
つ
ま
り
啓
蒙
は
從
と
み
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ゆ
え
と
り
込
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
農
民
に
関
し
て
欠
き
え
な
い
。
（6）
こ
の
作
目
は
「
サ
ア
・
ト
マ
ス
・
モ
ア
の
書
」
と
題
し
て
演
目
に
含
ま
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
二
〇
〇
五
年
に
は
じ
め
て
Ｒ
Ｓ
Ｃ
に
と
り
上
げ
ら
れ
上
演
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
次
書
の
第
二
版
（
二
〇
〇
五
）
に
の
っ
た
。
な
お
『
ト
マ
ス
・
モ
ア
資
料
集
』
に
は
Ａ
・
ム
ン
デ
ィ
と
の
共
作
と
し
て
全
文
の
っ
て
い
る
。
S.W
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G
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）,The
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T
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ashington,D
.C
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C
atholie
U
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ofA
m
erica
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こ
の
中
で
、M
unday
and
Shakes
peare,Sir
Thom
as
M
ore,C
.1592
と
し
て
全
文
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っ
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い
る
。
（7）
Jam
es
Shapiro,1599-A
Year
in
the
Life
ofW
illiam
Shakespeare,L
ondon:Faber
and
Faber,2005.
こ
の
書
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
あ
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一
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、
一
五
九
九
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の
冬
、
春
、
夏
、
秋
と
め
ぐ
り
な
が
ら
、
歴
史
的
背
景
を
具
体
的
に
作
品
と
か
ら
め
て
詳
細
に
跡
づ
け
た
、
い
わ
ば
歴
史
的
研
究
書
と
い
え
る
傑
作
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
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度
サ
ム
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
賞
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輝
い
た
。「
ハ
ム
レ
ッ
ト
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秋
の
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こ
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ふ
れ
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い
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。（
三
一
八
―
三
三
八
頁
）
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ハ
ム
レ
ッ
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島
秀
勝
訳
、
岩
波
文
庫
解
説
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六
〇
〇
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前
掲
「
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」
で
は
一
六
〇
〇
―
〇
一
と
あ
る
。
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「
ハ
ム
レ
ッ
ト
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波
文
庫
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補
注
に
お
い
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野
島
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、「
生
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死
か
」
の
独
言
に
は
二
通
り
の
解
釈
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あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
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復
讐
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他
の
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自
殺
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さ
れ
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い
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。
本
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お
け
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し
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の
死
を
指
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し
て
み
た
い
。（
三
三
六
、
三
四
五
頁
を
み
よ
。）
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喜
志
哲
雄
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シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
た
く
ら
み
』
岩
波
新
書
二
〇
〇
八
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、
ユ
ニ
ー
ク
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読
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味
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私
の
よ
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把
握
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っ
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い
る
。
人
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夢
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人
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芝
居
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芝
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虚
構
、「
こ
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世
は
万
事
芝
居
の
舞
台
」
に
通
ず
る
と
う
け
と
れ
る
。
様
々
に
う
け
と
れ
る
と
い
う
こ
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で
あ
ろ
う
。
（11）
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
（
梅
津
順
一
訳
）『
自
由
主
義
に
先
立
つ
自
由
』
東
京
・
聖
学
院
大
学
出
版
会
二
〇
〇
一
年
原
文
は
一
九
九
七
年
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三
一
、
四
四
、
四
三
の
各
頁
。
（12）
Q
uentin
Skinner,M
ilton
and
L
iberty
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hatdoes
itm
ean
to
be
a
free
person?
London
R
eview
ofB
ooks.2008,5-22,
こ
の
論
文
は
、
著
者
が
、
二
〇
〇
八
年
一
月
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
て
行
わ
れ
た
、
ミ
ル
ト
ン
誕
生
四
百
年
祭
記
念
の
た
め
に
依
嘱
さ
れ
て
行
わ
れ
た
講
演
を
も
と
に
し
て
ま
と
め
、
Ｌ
Ｒ
Ｂ
誌
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
に
お
い
て
最
も
素
晴
ら
し
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
他
に
今
次
世
界
同
時
不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
―
森
二
九
比
肩
な
き
充
実
ぶ
り
は
見
事
で
あ
る
。
引
用
は
ご
く
一
部
に
止
ま
る
。
な
お
引
用
に
は
ミ
ル
ト
ン
の
論
稿
が
下
敷
と
な
っ
て
い
る
が
遂
一
指
示
は
し
て
い
な
い
。
ミ
ル
ト
ン
の
思
想
を
浮
上
さ
せ
る
意
図
に
よ
る
。
（13）
G
regary
C
laeys,U
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B
ritish
E
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bridge:C
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bridge
U
niversity
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the
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下C
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bridge
T
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ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
テ
キ
ス
ト
・
シ
リ
ー
ズ
と
略
称
。
テ
キ
ス
ト
を
原
文
（
英
訳
）
の
ま
ま
収
録
し
て
い
る
。Intoroduction
に
お
い
て
、
内
容
分
析
、
研
究
状
況
、
参
考
文
献
を
紹
介
し
、
最
近
の
研
究
状
況
が
わ
か
り
、
今
日
の
課
題
設
定
の
と
き
絶
好
の
資
料
と
な
る
。
シ
リ
ー
ズ
に
は
約
百
冊
を
ふ
く
み
、
必
須
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
（14）
G
raham
B
urchell,colin
G
ordon
and
peter
M
iller
eds.,
The
F
aucault
E
ffect-
Studies
in
G
overnm
entality,w
ith
tw
o
lectures
by
and
an
interview
w
ith
m
ichael
F
oucault-,U
SA
:T
he
U
niversity
ofC
hicago
U
niversity,1991.
そ
の
中
心
と
な
る
論
文
ガ
バ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
は
、
一
九
七
八
年
カ
レ
ジ
ド
フ
ラ
ン
ス
に
て
講
義
さ
れ
た
も
の
で
、
の
ち
英
訳
さ
れ
、
同
年
発
行
さ
れ
た
。
ユ
リ
ン
・
ゴ
ー
ド
ン
、
ガ
バ
メ
ン
タ
ル
・
合
理
性
と
題
す
る
紹
介
論
文
（
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
に
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
一
八
世
紀
末
の
啓
蒙
主
義
か
ら
自
由
主
義
へ
の
展
開
に
関
す
る
い
わ
ば
問
題
提
起
を
な
し
た
も
の
で
、
右
の
本
は
フ
ー
コ
ー
の
没
（
一
九
八
四
）
後
出
版
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
反
響
の
大
き
さ
を
物
語
る
。「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
政
治
思
想
史
テ
キ
ス
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
そ
の
編
集
の
意
図
の
一
つ
に
は
啓
蒙
思
想
の
広
汎
な
欧
米
全
般
に
わ
た
る
探
究
と
照
会
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
政
治
思
想
史
、
と
く
に
自
由
と
民
主
主
義
へ
の
課
題
意
識
の
深
ま
り
は
、
格
段
の
水
準
へ
と
質
的
な
高
ま
り
、
深
ま
り
を
示
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。
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読
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本
文
中
、
ス
コ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
ユ
ニ
オ
ン
を
「
合
邦
」
と
訳
し
た
の
は
、
水
田
訳
を
参
照
し
た
も
の
。
な
お
日
本
の
市
民
社
会
論
に
つ
い
て
は
右
書
を
み
よ
。
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Identity and Enlightenment of The Working Poverty
under The Global Recession･2008
Yoshizo MORI
Abstract
Everyone knows very well today that majority of people globally have fallen into the
terrible poverty and destitutions.  It means for them unemployment, jobless, homeless, even
foodless, so that they are seeking earnestly to get daywork, three meals, and bed, and then
looking for full emancipations.
I think such a people’s shift of prospects reasonable, of cause, but I could be at once ware
of many hardships in front of us, so that I would engage to try next tasks to explore.
I undertake my study in this essay, at first, to know how hard-works people are engading
and their hope in future along with family and friends. I wrote introducing the South Africa
people’s poverty and Chinese migrant workers.
At the Second part of this essay, by tracing The British modern history, in partisular,
English Enlightenment Movement from Dante:Divine Comedia to Bentham’s Utilitarianism.
I am happy to explain the emergence of modern ‘Individuality with High Morality and
Sovereignty’, so that I could probably extend further in next essay to deal with Liberalism at
Victorian Age.
